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はじめに

農林水産省では、「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」として農山漁村活性

化の優良事例を選定し全国に発信しています。

第 6 回目となる令和元年度については、以下の部門に分けて募集・選定が行
われました。

①団体向け

〇コミュニティ部門（関係者の連携による活動で地域に活力をもたらす取組

等）

〇ビジネス部門（事業化を通じて所得向上や雇用を生み出す取組等）

②個人向け（個人部門）

地域でリーダー的な活躍をしておられる方の取組

その結果、令和元年 10月 21日に全国で 31団体（うち九州から 4 団体）及
び 5名が「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」として選定されました。

また、九州農政局管内には数多くの優良な取組があることから、九州から応募

のあった 94団体及び 7個人の中から、令和元年 12月 3日に九州農政局「ディ
スカバー農山漁村（むら）の宝」として、10 団体を選定しました。

これらの団体を含め応募いただい団体・個人においては、

①美しく伝統ある農山漁村の次世代への継承

②幅広い分野・地域との連携による農林水産業・農山漁村の再生

③国内外の新たな需要に即した農林水産業の実現

に向けた取組が展開されており、農山漁村の活性化に向け、他の地域の取組の参

考となるものです。

このため、九州から応募のあった 94団体・7個人の取組について、このほど
「農山漁村活性化事例集（Ｒ元）」としてとりまとめ、公表することとしました。

九州の各地域において、この事例集も参考にして頂き、地域活性化、所得向上

への取組が広まり、加速化していくことを期待します。

※巻末にこれまでの「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」選定地区の一覧を掲載してい

ますので、ご参照ください。



県 No. 市町村 部門 団体名 キャッチフレーズ

1 北九州市 C 箸休め ゆず香  ユズのおつまみ、3種の苦味で町興し

2 福岡市 C 大豆加工指導グループ「まめひめ」  みそづくりで地域を元気に！「まめひめ」

3 八女市 B 社会福祉法人　ハイジ福祉会  これが本当の農福連携！

4 大川市 C 協同組合福岡・大川家具工業会　地域材開発委員会  センダンで森を元気に！早期循環型ビジネス

5 豊前市 B うみてらす豊前  地域の漁師の未来を照らす　うみてらす豊前

6 豊前市 C 枝川内あじさい祭り実行委員会  小さなむらの「日本一のアジサイランド」！

7 小郡市 C 小郡　星の会  ものつくり文化と農業のこだわり発信

8 筑紫野市 C 特定非営利活動法人　よか隊  環境・農業・福祉を繋ぐ　生命循環システム

9 太宰府市 C 太宰府市「北谷」米つくり隊  また来年、太宰府の田んぼで会いましょう！

10 うきは市 C 樫ヶ平集落協定  集落の絆で地域活性へ導け！

11 宮若市 B 有限会社 アルファー  山の厄介者が人気者に！

12 嘉麻市 C 小野谷行政区  色々な住民組織で課題解決　小野谷行政区

13 みやま市 C 伍位軒集落協定  集落みんなで守る！中山間地域とみかんの里

14 糸島市 C 糸島コミュニティ事業研究会  純国産メンマ作りによる竹林整備

15 大木町 C 有限会社小林きのこ産業  残したい大莞地区の２つの宝

16 みやこ町 C 農事組合法人　くまわりファーム  田に広がる子供の笑顔と五百匹の赤とんぼ

17 みやこ町 K 山本倫明氏 鳥獣の捕獲・ジビエ販売により地域の活性化

18 唐津市 C 蕨野集落  先人が残した貴重な棚田（宝）を次世代へ！

19 多久市 B 社会福祉法人もやいの会  働きたいをカタチに

20 伊万里市 C NPO法人伊万里はちがめプラン  ① 生ごみを宝に持続可能な地域社会を目指して

21 伊万里市 C すみやま棚田守る会 ★ すみやま棚田米が世界へ！

22 神埼市 C 神埼和菱組合  クリークの宝！和菱でつなぐ地域の輪

23 基山町 C 城戸生産森林組合  ヒノキの林床を活用したサカキ栽培

24 基山町 B 基山農業活性化協議会  今後の基山の農業を一緒に考えよう

25 長崎市 B やったろうｄe高島  企業や大学と連携する珊瑚ツーリズム

26 佐世保市 B 宇久町観光協会、宇久島グリーン・ツーリズム振興会  宇久の暮らし　島人生活体験の構築

27 佐世保市 C 田平地域農業活性化協議会  農業を核とし地域資源を活用した農村活性化

28 諫早市 C 長崎県立諫早農業高等学校　食品科学部  みかんおこしによる地域活性化を目指す

29 諫早市 B 社会福祉法人じゅもん会  熱中症対策は福祉農園の社会貢献から

30 大村市 B 有限会社シュシュ ★ 農業テーマパークが地域を活性化

31 大村市 C 株式会社　ふれあいファーム  つながる「農業」と「福祉」

32 松浦市 B 一般社団法人まつうら党交流公社  ① 松浦党の里　ほんなもん体験

33 五島市 C 地のもん工房　増栄丸  島の幸を生かした　新鮮・手作り惣菜

34 西海市 C 特定非営利活動法人　雪浦あんばんね  ① 世界と繋がるゆきのうら

35 雲仙市 B 社会福祉法人南高愛隣会コロニーエンタープライズ　  日本の食文化を再発見し、発信していく

36 東彼杵町 C 東そのぎ上地区活性化協議会  そのぎ茶を世界へ！若者達の挑戦！

37 東彼杵町 C 一般社団法人東彼杵ひとこともの公社  結いの文化、たしてひがしそのぎ

38 波佐見町 C はさみ東地域集落活性化協議会  自然に囲まれた小さな町のスローな体験塾

39 小値賀町 B 特定非営利活動法人おぢかアイランドツーリズム協会  心に残る島おぢか、小さな島の未来への挑戦

40 新上五島町 C 一般財団法人　新上五島町振興公社  伝えたい　島の宝　つばきの魅力

41 熊本市 C 天明環境保全隊  地域の和できれいで豊かな天明づくり

42 八代市 B 東陽山村振興協議会  東陽町の資源(たから)を活かそう！

43 八代市 C 農事組合法人 鶴喰なの花村  次世代に繋ぐ　農業と美しい里山の原風景

44 八代市 K 中田佳奈枝氏 愛をコメて幸せの米粉をお届け致します。

45 水俣市 C 一般社団法人さくら福祉会  耕作放棄地を解消し６次産業化で農福連携

46 玉名市 C 横島町文化財保存顕彰会  郷土の歴史・自然・農業を守りつなぎ活力へ

47 山鹿市 K 宮崎久美子氏 地産地消　多くの人とつながり　野菜を食す

48 菊池市 C 熊本県立菊池農業高校　グリーンライフ研究班  ① 農業高校生が興す！田舎の萬屋プロジェクト

49 上天草市 C 老岳集落  小さな農村みんなで作る！住民総活躍地域

50 阿蘇市 B 草原再生オペレーター組合  阿蘇の草原を守ろう！未利用草原の再生
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県 No. 市町村 部門 団体名 キャッチフレーズ

51 阿蘇市 C 阿蘇地域林業担い手対策協議会  阿蘇地域の林業担い手対策の取り組み

52 阿蘇市 C 熊本県立阿蘇中央高等学校  阿蘇の大自然を守るあか牛プロデュース活動

53 合志市 B ＮＰＯ法人　あじ菜工房  菊芋の６次産業化で農福連携

54 大津町 C 真木地区協議会  みどりと湧水を活用した地域景観の維持

55 高森町 C 阿蘇南郷檜ブランド化推進協議会  神宿る阿蘇南郷檜で地域林業を活性化する

56 御船町 C オールみふね恐竜の郷復興プロジェクト  熊本地震が育んだ「地域の絆、つながり。」

57 山都町 B 株式会社山都でしか  山都でしかできないワクワクを！

58 山都町 C 蘇陽農場  女性が創る農福連携！ はたらく笑顔！！

59 芦北町 C NPO法人みさと  WARABITOプロジェクト

60 芦北町 C NPO法人ばらん家  このままでいいの日本！環境に人に拘って

61 芦北町 C 芦北地域林業研究グループ  ① 先人が守り育てた山林を未来に受け継ぐ

62 湯前町 C 幸野溝土地改良区  ① 世界かんがい施設遺産の里で学ぶ！

63 水上村 B 湯山温泉旅館組合 ジビエがアスリートを強くする！水上村

64 あさぎり町 B 一般社団法人　隠れ里ひとくまツーリズム  隠れ里広域連携による稼ぐ地域づくり

65 大分市 C 国東半島宇佐地域世界農業遺産推進協議会  ① 次世代につなげよう！世界農業遺産の輪

66 佐伯市 C 漁村女性グループめばる  ソウルフード”ごまだし”で佐伯に元気を！

67 佐伯市 C 進水式を推進する会  造船会社が３社、進水式の回数は負けない！

68 豊後高田市 B ＮＰＯ法人長崎鼻Ｂ・Ｋネット　株式会社油花  花を見て、花の種でオイル生産！

69 宇佐市 B 株式会社石和田産業  ブドウとワインの町、安心院で乾杯

70 宇佐市 C 深見地区まちづくり協議会  地域の未来　地域で考え　地域で行動

71 豊後大野市 B 有限会社清川ふるさと物産館夢市場  ① 地域が残れば「道の駅」も残る！！

72 由布市 C むろおの会  いちごビネガーで6次産業化から農泊交流へ

73 国東市 B くにさき七島藺振興会 儲かる七島藺で田舎に人を呼び込もう

74 都城市 B 有限会社　徳重紅梅園  祖母が守ってきた日本の農業と加工法

75 延岡市 C 延岡ふるさとツーリズム協議会  農泊事業によるインバウンド誘致

76 日南市 B OMUNIBUS（オムニバス）  障がい者を含め多くの人が集う農業を目指す

77 日南市 C 酒谷むらおこし株式会社（道の駅酒谷）  地域の底力！住民が支える村づくりの拠点

78 小林市 B 株式会社　サンライフ  ジビエ6次化産業！

79 綾町 C 綾結い学アーカイブス  綾町の生態系共生理念を世界へ

80 綾町 K 郷田美紀子氏 綾町の生態系共生理念を世界へ

81 西米良村 C 村所女性部いとまき倶楽部  米良いとまき大根による村の元気づくり

82 椎葉村 C 焼畑蕎麦苦楽部  ～山は友達・命の源～

83 高千穂町 B 合同会社　あまてらすの娘たち  高千穂の食を伝えよう！食でつながろう！

84 高千穂町 C 上川登集落協定  みんなで作る尾谷の未来　上川登集落協定

85 五ヶ瀬町 C 株式会社　藤木石油店・ぎおんアグリママ  あなたに届け「四億年のめぐみ」

86 五ヶ瀬町 C 特定非営利活動法人五ヶ瀬自然学校  ★ 進化した複合型農林業システムで地域づくり

87 枕崎市 B 枕崎お魚センター  枕崎漁港に隣接、新鮮・美味・豊富

88 出水市 C いずみ民泊体験推進協議会  観光と連携し、田舎にインバウンドの風を

89 指宿市 C いぶすきの農漁村力協働推進協議会  農産物「さつまいも」で地域おこし

90 日置市 C NPO法人がんばろう高山  農業と暮らし。創造性あふれる村づくり

91 日置市 C いじゅういん環境保全広域協定（中川ふるさと保全会）  繋ぐ農村の未来！創造性あふれる村づくり

92 南さつま市 B 株式会社　南風ベジファーム  ★ 6次産業化＋福祉で地方の問題を解決

93 南さつま市 B 有限会社　清木場果樹園  ① 完熟きんかん等を使った加工品の開発の取組

94 志布志市 B 鹿児島堀口製茶　有限会社  地域と共に力強い茶生産～鹿児島堀口製茶

95 南九州市 C ＮＰＯ法人　頴娃おこそ会  頴娃の農ある暮らしを観光資源に

96 南九州市 K 瀬川知香氏 旅と宿・農と食　頴娃のお福分けプロジェクト

97 湧水町 CK 自然放牧場　お多福たまご（福重智寛氏）  地域資源の湧き水を活かした卵で地域活性化

98 肝付町 BK 村商株式会社(新村純一郎氏）  ① 全ての人へ感謝をエネルギーに！

99 喜界町 B 合同会社　喜界島　結い  喜界島の風土が育んだ味をお届けします
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※①：部門欄の「C」はコミュニティ部門、「B」はビジネス部門、「K」は個人部門。
※②：団体名欄の「★」は「ディスカバーむらの宝（第6回）」に選定、「 、 、 、①」はそれぞれH28年、H29年、H30年、R1年の
         「九州農政局むらの宝」に選定。



県 No. 市町村 部門 団体名

1 北九州市 C 箸休め ゆず香  環境保全・景観保全 伝統の継承 ６次産業化

2 福岡市 C 大豆加工指導グループ「まめひめ」  伝統の継承 食育・教育 高齢者の活躍

3 八女市 B 社会福祉法人　ハイジ福祉会  農福連携

4 大川市 C 協同組合福岡・大川家具工業会　地域材開発委員会  農林漁業、農村文化体験 環境保全・景観保全 食育・教育

5 豊前市 B うみてらす豊前  食育・教育 ６次産業化 高齢者の活躍

6 豊前市 C 枝川内あじさい祭り実行委員会  農泊 環境保全・景観保全 高齢者の活躍

7 小郡市 C 小郡　星の会  伝統の継承 ６次産業化 若者・学生の活躍

8 筑紫野市 C 特定非営利活動法人　よか隊  環境保全・景観保全 雇用 農福連携

9 太宰府市 C 太宰府市「北谷」米つくり隊  農林漁業、農村文化体験 食育・教育 ６次産業化

10 うきは市 C 樫ヶ平集落協定  環境保全・景観保全 食育・教育 高齢者の活躍

11 宮若市 B 有限会社 アルファー  環境保全・景観保全 企業との連携 高齢者の活躍

12 嘉麻市 C 小野谷行政区  農林漁業、農村文化体験 環境保全・景観保全 教育機関との連携

13 みやま市 C 伍位軒集落協定  鳥獣被害防止 移住・定住 その他 (中山間直払を活用)

14 糸島市 C 糸島コミュニティ事業研究会  環境保全・景観保全 ６次産業化 農福連携

15 大木町 C 有限会社小林きのこ産業  環境保全・景観保全 雇用 ６次産業化

16 みやこ町 C 農事組合法人　くまわりファーム  伝統の継承 環境保全・景観保全 農林漁業、農村文化体験

17 みやこ町 K 山本倫明氏 鳥獣被害防止 ジビエ ６次産業化

18 唐津市 C 蕨野集落  環境保全・景観保全 ６次産業化 その他 (都市住民との交流)

19 多久市 B 社会福祉法人もやいの会  ６次産業化 農福連携

20 伊万里市 C NPO法人伊万里はちがめプラン  ① 環境保全・景観保全 その他 (生ごみリサイクル)

21 伊万里市 C すみやま棚田守る会 ★ 環境保全・景観保全 食育・教育 企業との連携

22 神埼市 C 神埼和菱組合  伝統の継承 ６次産業化 その他 (企業等との連携)

23 基山町 C 城戸生産森林組合  環境保全・景観保全 ６次産業化 高齢者の活躍

24 基山町 B 基山農業活性化協議会  農林漁業、農村文化体験 雇用 ６次産業化

25 長崎市 B やったろうｄe高島  環境保全・景観保全 教育機関との連携 その他 (企業との連携)

26 佐世保市 B 宇久町観光協会、宇久島グリーン・ツーリズム振興会  農泊 農林漁業、農村文化体験

27 佐世保市 C 田平地域農業活性化協議会  その他 (農業労力支援)

28 諫早市 C 長崎県立諫早農業高等学校　食品科学部  ６次産業化 企業との連携 若者・学生の活躍

29 諫早市 B 社会福祉法人じゅもん会  雇用 農福連携 その他 (地域と福祉とエコをつなぐ)

30 大村市 B 有限会社シュシュ ★ 農林漁業、農村文化体験 食育・教育 ６次産業化

31 大村市 C 株式会社　ふれあいファーム  ６次産業化 農福連携 高齢者の活躍

32 松浦市 B 一般社団法人まつうら党交流公社  ① 農泊 農林漁業、農村文化体験

33 五島市 C 地のもん工房　増栄丸  伝統の継承 雇用 高齢者の活躍

34 西海市 C 特定非営利活動法人　雪浦あんばんね  ① 農泊 農林漁業、農村文化体験 環境保全・景観保全

35 雲仙市 B 社会福祉法人南高愛隣会コロニーエンタープライズ　  伝統の継承 ６次産業化 農福連携

36 東彼杵町 C 東そのぎ上地区活性化協議会  農林漁業、農村文化体験

37 東彼杵町 C 一般社団法人東彼杵ひとこともの公社  伝統の継承 移住・定住 ６次産業化

38 波佐見町 C はさみ東地域集落活性化協議会  農林漁業、農村文化体験 移住・定住 教育機関との連携

39 小値賀町 B 特定非営利活動法人おぢかアイランドツーリズム協会  農泊 農林漁業、農村文化体験 環境保全・景観保全

40 新上五島町 C 一般財団法人　新上五島町振興公社  農林漁業、農村文化体験 伝統の継承 教育機関との連携

41 熊本市 C 天明環境保全隊  環境保全・景観保全 伝統の継承

42 八代市 B 東陽山村振興協議会  ６次産業化 その他 (地域資源の活用)

43 八代市 C 農事組合法人 鶴喰なの花村  農林漁業、農村文化体験 環境保全・景観保全 高齢者の活躍

44 八代市 K 中田佳奈枝氏 食育・教育 ６次産業化 教育機関との連携

45 水俣市 C 一般社団法人さくら福祉会  雇用 ６次産業化 農福連携

46 玉名市 C 横島町文化財保存顕彰会  環境保全・景観保全 伝統の継承 教育機関との連携

47 山鹿市 K 宮崎久美子氏 農林漁業、農村文化体験 伝統の継承 食育・教育

48 菊池市 C 熊本県立菊池農業高校　グリーンライフ研究班  ① 農林漁業、農村文化体験 伝統の継承 若者・学生の活躍

49 上天草市 C 老岳集落  環境保全・景観保全 食育・教育 高齢者の活躍

50 阿蘇市 B 草原再生オペレーター組合  環境保全・景観保全 雇用

九州農政局　農山漁村活性化事例集（R元）目次②

該当カテゴリー
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県 No. 市町村 部門 団体名 該当カテゴリー

51 阿蘇市 C 阿蘇地域林業担い手対策協議会  雇用 教育機関との連携

52 阿蘇市 C 熊本県立阿蘇中央高等学校  食育・教育 企業との連携 若者・学生の活躍

53 合志市 B ＮＰＯ法人　あじ菜工房  ６次産業化 農福連携

54 大津町 C 真木地区協議会  農林漁業、農村文化体験 環境保全・景観保全 高齢者の活躍

55 高森町 C 阿蘇南郷檜ブランド化推進協議会  環境保全・景観保全 企業との連携 高齢者の活躍

56 御船町 C オールみふね恐竜の郷復興プロジェクト  ６次産業化 復興 企業との連携

57 山都町 B 株式会社山都でしか  農泊 農林漁業、農村文化体験 ６次産業化

58 山都町 C 蘇陽農場  雇用 復興 農福連携

59 芦北町 C NPO法人みさと  環境保全・景観保全 伝統の継承 教育機関との連携

60 芦北町 C NPO法人ばらん家  環境保全・景観保全 食育・教育 農福連携

61 芦北町 C 芦北地域林業研究グループ  ① 農林漁業、農村文化体験 企業との連携

62 湯前町 C 幸野溝土地改良区  ① 食育・教育 その他 (地元食材の提供・活用)

63 水上村 B 湯山温泉旅館組合 ジビエ ６次産業化 その他 (地産地消)

64 あさぎり町 B 一般社団法人　隠れ里ひとくまツーリズム  農泊 伝統の継承 食育・教育

65 大分市 C 国東半島宇佐地域世界農業遺産推進協議会  ① 環境保全・景観保全 伝統の継承 食育・教育

66 佐伯市 C 漁村女性グループめばる  伝統の継承 食育・教育

67 佐伯市 C 進水式を推進する会  雇用 企業との連携

68 豊後高田市 B ＮＰＯ法人長崎鼻Ｂ・Ｋネット　株式会社油花  環境保全・景観保全 雇用 ６次産業化

69 宇佐市 B 株式会社石和田産業  環境保全・景観保全 ６次産業化 企業との連携

70 宇佐市 C 深見地区まちづくり協議会  環境保全・景観保全 伝統の継承 その他 (少子高齢化の課題解決)

71 豊後大野市 B 有限会社清川ふるさと物産館夢市場  ① 農林漁業、農村文化体験 伝統の継承 ６次産業化

72 由布市 C むろおの会  農泊 農林漁業、農村文化体験 ６次産業化

73 国東市 B くにさき七島藺振興会 伝統の継承 移住・定住 企業との連携

74 都城市 B 有限会社　徳重紅梅園  環境保全・景観保全 伝統の継承 ６次産業化

75 延岡市 C 延岡ふるさとツーリズム協議会  農泊 農林漁業、農村文化体験 その他 (インバウンド)

76 日南市 B OMUNIBUS（オムニバス）  環境保全・景観保全 農福連携 若者・学生の活躍

77 日南市 C 酒谷むらおこし株式会社（道の駅酒谷）  環境保全・景観保全 雇用 高齢者の活躍

78 小林市 B 株式会社　サンライフ  鳥獣被害防止 ジビエ

79 綾町 C 綾結い学アーカイブス  農林漁業、農村文化体験 伝統の継承 食育・教育

80 綾町 K 郷田美紀子氏 農林漁業、農村文化体験 伝統の継承 食育・教育

81 西米良村 C 村所女性部いとまき倶楽部  伝統の継承 ６次産業化 高齢者の活躍

82 椎葉村 C 焼畑蕎麦苦楽部  農林漁業、農村文化体験 環境保全・景観保全 伝統の継承

83 高千穂町 B 合同会社　あまてらすの娘たち  伝統の継承 食育・教育 企業との連携

84 高千穂町 C 上川登集落協定  環境保全・景観保全 伝統の継承 高齢者の活躍

85 五ヶ瀬町 C 株式会社　藤木石油店・ぎおんアグリママ  農泊 ６次産業化 その他 (女性の活躍)

86 五ヶ瀬町 C 特定非営利活動法人五ヶ瀬自然学校  ★ 食育・教育 ６次産業化 その他 (エコ+グリーンツーリズム)

87 枕崎市 B 枕崎お魚センター  農林漁業、農村文化体験 伝統の継承

88 出水市 C いずみ民泊体験推進協議会  農泊 その他 (インバウンド)

89 指宿市 C いぶすきの農漁村力協働推進協議会  農林漁業、農村文化体験

90 日置市 C NPO法人がんばろう高山  高齢者の活躍 農林漁業、農村文化体験 若者・学生の活躍

91 日置市 C いじゅういん環境保全広域協定（中川ふるさと保全会）  環境保全・景観保全 教育機関との連携

92 南さつま市 B 株式会社　南風ベジファーム  ★ 雇用 ６次産業化 農福連携

93 南さつま市 B 有限会社　清木場果樹園  ① ６次産業化 輸出

94 志布志市 B 鹿児島堀口製茶　有限会社  農林漁業、農村文化体験 食育・教育 ６次産業化

95 南九州市 C ＮＰＯ法人　頴娃おこそ会  農泊 移住・定住 ６次産業化

96 南九州市 K 瀬川知香氏 農泊 農林漁業、農村文化体験 移住・定住

97 湧水町 CK 自然放牧場　お多福たまご（福重智寛氏）  環境保全・景観保全 移住・定住 ６次産業化

98 肝付町 BK 村商株式会社(新村純一郎氏）  ① ６次産業化 輸出 農福連携

99 喜界町 B 合同会社　喜界島　結い  ６次産業化 高齢者の活躍 その他 (地元食材の提供・活用)
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※①：部門欄の「C」はコミュニティ部門、「B」はビジネス部門、「K」は個人部門。
※②：団体名欄の「★」は「ディスカバーむらの宝（第6回）」に選定、「 、 、 、①」はそれぞれH28年、H29年、H30年、R1年の
         「九州農政局むらの宝」に選定。
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01 福岡県 北九州市

ユズのおつまみ、３種の苦味で町興し

●ユズ収穫による地域興しと里山の整備
を期待し、地元で食べ継がれてきた
マーマレード風なユズのおつまみを「箸
休め ゆず香」と名付けH24年に商品化。

●日本で唯一の加工品のため、食べ方や
いわれを示した和英併記の栞も付け、
海外からの訪問者にも対応。

●平尾台自然の郷、合馬農産物直売所な
どのほか、ＪＲ新幹線小倉駅コンコース
や北九州空港等でも販売。Ｒ元年は約
1300個を販売見込み。

取組概要

●高級なお土産や贈答品として、地元有
名店や近郊の駅・空港での販売が定着
し、地域の観光振興に貢献。

●特に、一昨年暮れから北九州空港の喫
茶店に業務用として納入が実現。モー
ニングセットのヨーグルトへのトッピング
として使用され、好評を得ており、納入
量の拡大が求められている。

●農家からは傷のあるユズも高値で買い
取ってもらえると喜ばれている。

活動成果

箸休め ゆず香 https://ja-jp.facebook.com/tora.saburou
福岡県北九州市小倉南区志井鷹羽台25-6 Tel : 093-961-5273 Fax : 同左

コミュニティ部門

環境・景観保全 伝統の継承

ＪＲ小倉駅コンコースの売り場

アウトドアメーカーの商品ページに掲載された製造工程 モーニングセットで
使用されるゆず香
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02  福岡県 福岡市

みそづくりで地域を元気に！「まめひめ｝

●H11年、小学校での味噌づくり指導が
きっかけ。H15年に食育活動に本格的
に取組むため会員47名で当会を発足。

●毎年9月から翌2月までの間、福岡市内
の小学校や公民館などに出向き、無添
加の味噌作り体験教室を開催。

●味噌づくり教室は好評で、開催回数は
年々増加。H30年度は、小学校・幼稚園
22校、公民館等30ヶ所、「食と農の体験
教室」2ヶ所を予定。会員数も年々増加
し、H30年は110名が活動。

取組概要

●平成11年の活動開始以来、20年もの長
きに渡って活動を継続。累計の味噌づく
り教室参加人数は約31,000名にも上る。

●次の世代の子どもたちや地域の方々に
改めて和食や農業の重要性を体感して
もらっている。

●会員の多くは農家の女性。味噌づくりで
の「食」と「農」の繋がりを実感をもって
伝えており、「食」と「農」の伝道師として
活躍。

活動成果

ＪＡ福岡市総合企画課
福岡市中央区天神4-9-1 Tel : 092-711-2084 Fax : 092-732-8790

小学校味噌づくり教室

公民館味噌づくり教室

小学生からのお礼集

コミュニティ部門

伝統の継承 食育・教育 高齢者の活躍

-02-



03 福岡県 八女市

これが本当の農福連携！

●八女市特産のガーベラ、テッポウユリの
出荷調整作業を受託する就労継続支
援事業所をH26年に設立するとともに、
出荷調整の作業施設を整備。

●この取組により、ＪＡの信頼が得られ、
H28年より地元スーパー等でのＪＡ直販
の花きのパッケージ作業も受託。

●さらに就労の場の確保や工賃の安定を
図るため、自営の農業に着手。H28年
に耕作放棄地約１千坪を確保。鉄骨ハ
ウス200坪でのガーベラ栽培、パイプハ
ウス500坪でのミディトマト栽培に着手。

取組概要

●花きの出荷調整等の受託事業及びガー
ベラ等の生産に自ら取り組むことにより、
利用者への安定した作業と工賃を確保。
利用者数もH26年の10名からR元年は
13名に拡大。

●花き農家は出荷の労力が軽減され、栽
培面積を拡大。受託事業の取扱量は、
ガーベラがH26年の102万本からR元年
は230万本に大幅に拡大。また、ガーベ
ラを年間18万本自社生産。労働力不足
が進む中、利用者が実践的な戦力と
なって、花き産地の維持拡大に貢献。

活動成果

社会福祉法人ハイジ福祉会 http://haijifukushikai.jp/
福岡県八女市本村425-80                     Tel : 0943-23-1747   Fax : 0943-23-1977 

ビジネス部門

農福連携

利用者によるガーベラの出荷調整作業（キャップ入れ）

ガーベラハウス風景

トマトハウス風景
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04 福岡県 大川市

センダンで森を元気に！早期循環型ビジネス

●早生広葉樹のセンダンは樹齢15～20年
で末口径30㎝～50㎝の直材になり、家
具材として利活用することで循環型ビジ
ネスのチャンスと十分なりえる。

●このため、H29年にセンダンを使った家
具の商品開発を行い、「住まいの博覧
会」（福岡市）、「ふるさと建材見本市」
（東京都）へ出品。

●併せて、センダンの植林活動を八女市
上陽町（500本)、宮崎県諸塚村(400本)、
地元大川市(30本)で実施。

取組概要

●植林活動の参加者は住宅供給者や消
費者とその子供達であり、H29年度130
人、R元年度は３00人を予定。参加した
子供達が成人となる15～20年後に家具
に加工し、両親、幼稚園や小学校へ贈
る取組みであり、木や緑の大切さを改
めて実感して頂いた。

●住宅供給者にはセンダンの持つ木肌と
色合いの美しさ、耐久性や強度などの
魅力に触れて頂き、センダンの家具の
取り扱いを始めて頂いた。

活動成果

協同組合福岡・大川家具工業会 http://www.okawa.or.jp/

福岡県大川市大字酒見221-3 Tel : 0944-87-2038 Fax : 0944-88-2004

第１回八女市早生樹センダン植林活動

農林漁業、農村
文化体験

環境・景観保全 食育・教育

コミュニティ部門

-04-



05   福岡県 豊前市

地域の漁師の未来を照らす うみてらす豊前

●漁協の事業として、「うみてらす豊前」に
て漁師食堂と生産者直売所を運営。漁
師食堂のメニューは、「地元の旬の魚
介」にこだわり、漁業者から直接仕入れ
ている。

●直売所では、包装魚介類の販売の他、
人手不足の漁家でも出荷できるよう漁
獲物を水槽に入れるだけで出荷完了と
なる販売体制を構築。

●また、帰港直後の漁師がそのまま魚を
持ち込み、自らで接客販売を行う「対面
販売」コーナーを設置。

取組概要

●市場単価より高い価格で仕入れること
で、漁家収入の増加にも寄与。食堂は
市内のグルメスポットとなり、北九州市、
福岡市などエリア外からのドライブ客も
多く、市内の賑わいづくりにも貢献。

●食堂で集客を図ることで、併設した直売
所にも消費者を多く集客。水揚げ直後
の魚介を買える価値を提供しつつ、消
費者とのやり取りを楽しんでいる。直接
販売で収入をさらに増加させることがで
き、出漁意欲が向上。

活動成果

豊築漁業協同組合 https://www.umiterrace-buzen.com
福岡県豊前市大字宇島76番地31 Tel : 0979-83-2228 Fax : 0979-83-2391 

６次産業化

ビジネス部門

食育・教育 高齢者の活躍

うみてらす豊前 H28.6 オープン

漁業者による対面販売

地元の旬の魚の定食
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06    福岡県 豊前市

小さな村の「日本一のアジサイランド」！

●Ｈ13年に集落内10haの1/4を占める畦
畔や道水路法面にアジサイを植栽。Ｈ
22年から「枝川内あじさい祭り」を毎年
開催。

●アジサイの増植は、植栽会、剪定会を
開催し、都市住民の参加者を募り、実
施。祭りでは、そば打ちの実演・販売、
地域の米「あじさい米」、スイートコーン
の販売も実施。

●H25年に集会所を食事処として開店。あ
じさいやそばの花の鑑賞会等で地元食
材を活かした食事を提供。

取組概要

●祭りの来訪者への当地域の情報発信
や写真ｺﾝﾃｽﾄの開催等で、観光客が急
増（H30年は9,000人集客）。市の観光振
興の一翼を担っている。

●祭りでのそば打ちの実演やあじさい米、
スイートコーンの販売で、新たな消費者
の発掘につながり、販売が増加。

●祭りの開催を通じて、集落が一体となる
ことで、地域コミュニティが強化され、農
村の共存共栄社会が再構築されている。

活動成果

枝川内あじさい祭り実行委員会
福岡県豊前市大字大河内301-3 Tel : 0979-88-2002 Fax : 同左

農 泊 環境・景観保全 高齢者の活躍

コミュニティ部門

1万6千株のあじさいが咲き乱れる区内風景 写真ｺﾝﾃｽﾄの表彰 商品は米１俵

あじさい米のおにぎりづくり
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07    福岡県 小郡市

ものづくり文化と農業のこだわり発信

●H16年に農業や芸術、文化活動を自ら
の力で発信し街の活性化につなげてい
こうと当会（現会員数13名）を結成。

●以来、毎年10月末の金土日の３日間、
小郡市内（4～5ヶ所）の会員の自宅や
ギャラリーを解放して展示や販売、ワー
クショップを行う「星のであい展」を開催。
毎年１千人ほどが来場。

●パンフレット作りから広報活動、会場企
画まで一年をかけ会議を重ね、当日は
ボランティアスタッフの参加も得て開催。

取組概要

●年に一度のイベントで、高齢者や若者も
無理なく出展し、参加が可能となってお
り、家族や地域の会話も増え、生きがい
の発見にもつながっている。

●会場が分散していることで、地域を広く
体験するきっかけとなり、地域や異文化
の交流が生まれ、新たな顧客の獲得に
結びついている。

●長年にわたり開催し続けることにより、
近隣地域はもとより、遠方の方々とも暖
かい絆で結ばれている。

活動成果

小郡 星の会
福岡県小郡市山隈113-2 Tel : 0942-72-8890 Fax :同左

「久光農園」の商品展示

「翔工房」の機織り体験

布美 展示販売

コミュニティ部門

伝統の継承 学生、若者の活躍

会場 展示・販売の内容

翔工房
自ら栽培した綿花や羊毛を紡ぎ、はたを織り、自然素材の染色を
施し様々な作品に作り上げる。

久光農園

6次産業化の認定を受けた和の寄せ植えや苔玉販売。農作物販
売とガーデニング、鉢植え植物の再生支援。陶芸や苔玉のワーク
ショップ。家族の川柳や陶芸作家の作品を展示。全国友人のりん
ごやみかん等賛助品販売

布美
振袖をウエディングドレスや洋服に仕立て直して販売。家族の書
や彫刻等も展示

吉松庵
古民家ギャラリーで特別栽培米販売と藤工芸、布創作、トールペ
イント、ビーズアクセサリー作家などの展示販売

MORITABE
優しい木々や花をドライフラワーにして美しいアレンジ作品を作
成、展示
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08   福岡県 筑紫野市

環境・農業・福祉を繋ぐ 生命循環システム

●H23年より、障害者就労支援Ａ型事業に
着手。年々増加する休耕地に着目して
障害者とともに環境保全型農業を推進
し、生産した野菜を食として提供の他、
オーガニック野菜として他店舗へ卸して
いる。

●「農業班」が休耕地２ヶ所約9,400㎡を活
用し、無農薬・無化学肥料で野菜を栽
培。堆肥は、「堆肥班」が生ごみを原料
に使った自家堆肥を使用。

●当法人が運営する2店舗の飲食店にて
農業班が作った野菜を用いて「調理班」
が料理を提供。

取組概要

●障害者28名は堆肥班、農業班、調理班
に分かれ、作業を分担し、それぞれが、
循環型社会を目指して活動している。

●農業を希望する障害者は毎年増加。農
業を通じて自然に調和した生活をする
ことで、精神障害の方には減薬の効果
があるなど、身体への効果が現れてい
る。

●飲食店での障害者の丁寧な対応にお
客様が癒されて、心がほろっとされてリ
ピーターになられる方が多い。

活動成果

特定非営利活動法人 よか隊 http://e-yokatai.net/
福岡県筑紫野市紫６丁目１１番５号 Tel : 092-925-3336   Fax : 092-933-1791

雇 用

「堆肥班」「調理班」

・MUSUBI CAFÉ(筑紫野市）
・循環レストランのあ（宇美町）

生ゴミで有機堆肥

堆肥「よみがえる」

無農薬・
無化学肥料
有機野菜

農福連携事業

よか隊の

循環システム

畑にて耕作「いのちのやさい」
「農業班」

コミュニティ部門

環境・景観保全 農福連携
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09   福岡県 太宰府市

また来年、太宰府の田んぼで会いましょう！

●H22年、九州国立博物館の「稲づくりか
ら国づくり」をテーマとした展示がきっか
けで当組織を設立。

●地元農家等で組織する隊員13名、都市
住民の会員「まち応援団」（50人）で構
成。北谷地域の休耕田で稲やさつまい
もの栽培体験や除草作業、案山子づく
り、収穫後は餅つき体験などの活動を
行う。

●「夢つくし」を栽培、純米酒「宝満の夢」を
作り、市内の店舗等で販売。

取組概要

●参加者のほとんどは子育て世代の家族。
子どもたちは米が自分たちの口に入る
までに、どのような工程で、どれくらいの
労力がかかっているのかを体験。米の
ありがたさを実感。また、米を育てる過
程で、自然の豊かさや環境を守り、育て
ることの大切さを学んでいる。

●定期的に都市住民が訪れることにより、
地域の活性化につながっている。

●休耕田を活用することで棚田の保全が
図られている。

活動成果

太宰府市役所建設経済部産業振興課
福岡県太宰府市観世音寺1-1-1 Tel : 092-921-2121 Fax : 092-921-1601 

コミュニティ部門

農林漁業、農村
文化体験 食育・教育 ６次産業化

田植え 稲刈り 餅つき

田んぼの生き物とのふれあい
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10   福岡県 うきは市

集落の絆で地域活性へ導け！

●当市と八女市を結ぶトンネル開通により、
当市の観光資源「調音の滝」への入込
者増加を見据え、集落の魅力の発信、
集落の憩いの場づくりを推進。

●集落全体でシャクナゲを植栽。H15年頃
より集落の祭り「シャクナゲ祭り」を開催。
H25年より集落外の都市住民も参加で
きるよう祭りの参加範囲を拡大。

●集落の女性部は祭りや道の駅で地元農
産物や蒟蒻芋の加工販売などを実施。
さらに手作りのピザ窯でピザ作り体験イ
ベントも実施。

取組概要

●祭りやピザ作り体験など、集落が主体と
なって取り組むことで構成員同士の絆
も強くなり、新商品開発などのアイデア
も出やすくなった。

●祭りの来場者数は毎年200人以上。都
市住民との交流を通じて、集落の魅力
を発信する場となっている。

●農産物やお茶などの物販等だけでなく、
ピザ作りなど体験型のイベントを同時に
実施することで、都市住民の観光巡り
にとどまらない地域おこしを実現。

活動成果

樫ヶ平集落協定 福岡県うきは市浮羽町妹川
問合せ先 うきは市役所農林振興課 Tel : 0943-75-4975 Fax : 0943-75-3114 

環境・景観保全 食育・教育 高齢者の活躍

コミュニティ部門

手作りのピザ窯でピザ作り 名産の茶をアジサイ植栽でPR

シャクナゲ園の景観保全
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11    福岡県 宮若市

山の厄介者が人気者に！

●放置竹林の有効活用を目的に取組に
着手。青竹を活用し、おこわを詰めて蒸
すと、香りも爽やかで見た目も良かった
ことから、「竹ちまき」として商品化。ちま
き専門店「竹千寿」を立ち上げ。

●器の加工は、高齢者の従業員が行って
いる。一つ一つ丁寧な作業で竹ちまき
の販売当初から、ながく貢献。

●地元漁協とタイアップし、玄界灘で水揚
げされた穴子などを用いた炊き込みご
飯の素等の商品を開発販売。

取組概要

●現在３０か所ほどの竹林を確保し、定期
的に伐採を行っており、竹害対策となっ
ている。

●竹の加工に従事する高齢者は、品質に
対するこだわりや志も高く、若い人を
引っ張っている。

●地元漁協との連携のほか、地元農業者
と連携し、ブロッコリー、カボチャ、完熟
トマトを用いたスープ事業を立ち上げる
など地場農水産物の消費拡大に貢献。

活動成果

有限会社 アルファー https://www.takesenjyu.jp/about.html
福岡県宮若市倉久890番地 Tel : 0949-33-4150 Fax : 0949-33-3707 

ビジネス部門

高齢者の活躍環境・景観保全 企業との連携

竹ちまき 高齢者による竹の加工、１本１本手作業
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12    福岡県 嘉麻市

色々な住民組織で課題解決 小野谷行政区

●中山間地域において早くからほ場整
備を実施。整備後の営農体制の合
意形成の過程で、集落の課題を抽出。
各種組織を設立し、課題解決に向け
た自主的な活動を展開。

●営農組合の法人化と農地集積、アジ
サイや桜の植栽、防護柵設置による
鳥獣被害対策、地元小学校跡地を
活用した大学との連携によるコン
サート開催などを推進。

取組概要

●集落の農地43haを農事組合法人に
集積し、耕作放棄地を発生させない
営農体制を確立。アジサイは現在４
千本になり、ＨＰで開花状況を発信。
集落内外から多くの人が訪れる。

●鳥獣被害対策では、総延長16㎞に
及ぶワイヤーメッシュ防護柵を自主
施工。コンサートは地元の獅子舞や
太鼓とのコラボで開催され、伝統文
化を継承。

活動成果

嘉麻市役所農林振興課
福岡県嘉麻市大隈町733番地 Tel: 0948-57-3106     Fax: 0948-57-4020  

コミュニティ部門

農林漁業、農村
文化体験

環境・景観保全 教育機関との連携

毎年300本が植栽されるアジサイ 大学と連携してのコンサート

防護柵の設置
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13    福岡県 みやま市

集落みんなで守る！中山間地域とみかんの里

●パワーショベルの共同利用による園地
整備、中山間直接支払交付金を活用し
た園内道等を自主施工。さらに、道路
の生コン舗装を実施。

●本集落で発見された優良品種「北原早
生」を生産拡大。「シートマルチ栽培」に
よる高品質ミカンの生産を推進。

●鳥獣被害防止のため、中山間地域等直
接支払交付金を活用し、H30年に箱わ
なを設置。農業者4名が狩猟免許を取
得し、イノシシを捕獲。

取組概要

●SSや軽トラックの園内乗入れが可能とな
り、栽培・管理作業の省力化が進み、経
営規模が拡大。「北原早生」、「シートマ
ルチ栽培」（被覆率80％）の導入による
高品質ミカンの生産により、高値で取引
され、山川みかん全体の販売額もH26
年の13.5億円からH29年には14.2億円
に増加。

●ミカン農家の経営基盤が強化され、農
家所得が向上。H22年以降、集落に4名
がUターン就農。子供の数も増え、集落
全体が活性化。

活動成果

みやま市役所 農林水産課
福岡県みやま市瀬高町小川5番地 Tel : 0944-64-1522 Fax : 0944-64-1524

移住・定住

コミュニティ部門

鳥獣被害防止 その他（中山間直
払の活用）

道路の生コン舗装作業 高品質ミカンの栽培

伍位軒集落の園地
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14   福岡県 糸島市

純国産メンマ作りによる竹林整備

●当研究会は退職者、地域移住者が
地域の課題をビジネスに結びつける
ための啓発と支援を目的にH21年に
設立。

●全国的課題となっている竹林整備に
向け、H28年より「幼竹」（1.5～2mの
筍）を活用した輸入100％のメンマの
国産化を推進。製造法等の目途をつ
け、セミナー、講演会、「メンマサミッ
ト」等の開催、視察受入により、地域
に公開。

取組概要

●本年５月開催の「純国産メンマサミッ
トin広島」では、地域団体、輸入メン
マ企業等120名が参加するなど全国
から注目を集めている。

●「純国産メンマ作りによる竹林整備」
は、地域団体を始め、輸入メンマ業
界、企業の関心が高く、メンマの国産
化事業は確実に進むと期待され、全
国で連携強化し、荒廃竹林の改善を
進めることとしている。

活動成果

糸島コミュニティ事業研究会
福岡県糸島市志摩岐志1501-29 Tel: 092-328-1677     Fax: 092-328-1677 

コミュニティ部門

環境・景観保全 ６次産業化 農福連携

令和元年5月 純国産メンマサミットｉｎ広島
利用価値ゼロ
の幼竹に着目
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15    福岡県 大木町

残したい大莞地区の２つの宝

●S48年よりえのき栽培を開始。H元年に
社会保険の整備など従業員の就業条
件の改善等のため法人化。社会保険の
ほか退職金制度、産前産後休業、育児
休業等を整備。

●さらに、従業員が家庭と仕事を両立でき
るよう就業時間の調整や従業員のライ
フステージと希望に応じたパートから正
社員への登用を推進。

●えのきを使った加工品開発に取組み、
茶、クッキー、ごぶ漬、キムチ、ジュレ、
ベンリディップなどを加工・販売。

取組概要

●大木町におけるきのこ栽培の先駈けで
あり、種菌を培養する種菌センターの設
立などきのこの産地形成に大きく貢献。

●顧客、社員、経営者の「三者満足」が会
社の理念。売上高1億3000万円の会社
に成長。加工品づくりも経営の柱とすべ
く、食の商談会等への参加、消費者を
招いた試食会開催など積極的に推進。

●地元の祭り「大莞（おおい）祭り」へのき
のこご飯の提供、地域の環境保全活動
への積極的な参加などで地域に貢献。

活動成果

有限会社小林きのこ産業
福岡県三潴郡大木町大薮1027番 Tel : 0944-32-1403  Fax : 0944-32-1403

６次産業化

消費者の試食会・会社見学

６次産業化に向けて加工品を販売

女性の活躍のための経営改革

環境・景観保全雇 用

大莞（おおい）祭り

コミュニティ部門
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16   福岡県 みやこ町

田に広がる子供の笑顔と五百匹の赤とんぼ

●高齢化が進む中、H７年に大熊営農
組合(当法人の前身)を設立。その活
動の中で、都市住民との交流につな
がる活動も推進。

●「くまわり祭り」をＨ11年から年3回開
催。都市住民に田植・稲刈・餅つきの
農業体験を提供。

●Ｈ17年に、田んぼ周辺の生き物調査
を実施。他の地域では絶滅、減少し
ている生き物が、数多く生息している
ことを確認。その後も調査を継続。

取組概要

●毎年300人以上の都市住民が参加
する祭りでは、「昔の自然を思い出し
た」等評価され、地域住民に「地域が
認められている」という実感が生まれ、
活性化につながった。

●田んぼの生き物調査は5ヶ所のビオ
トープづくりにつながり、「地域の生き
物を守ることが、地域を守ることにつ
ながる」との意識が高まり、村の伝
統・景観を次世代へ継承する仕組み
が確立。

活動成果

福岡京築農業協同組合（営農経済本部）
福岡県豊前市西官市5丁目11番1号 Tel: 0930-24-2961     Fax: 0930-24-6827  

コミュニティ部門

伝統の継承 環境・景観保全 農林漁業、農村
文化体験

くまわり祭り：田植え体験 幼稚園児と生き物調査

ビオトープ：生物生育空間
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17   福岡県 みやこ町

鳥獣の捕獲・ジビエ販売により地域の活性化

●H22年から「みやこ町有害鳥獣加工施
設」の運営責任者を務める。捕獲獣を
食肉や加工品として販売するため、搬
入されたイノシシ・シカの受入の可否を
慎重に検査。受け入れる個体は、捕獲
者・捕獲場所・捕獲日・獣種・捕獲方法
などをデータ化し、個体ごとに管理。

●衛生管理マニュアルや解体作業マニュ
アルに沿って加工することで、安全な食
肉確保に留意。精肉のほかレトルトカ
レーや鹿丼などの加工品を商品化。町
内外の飲食店などの販売先を開拓。

取組概要

●衛生的な取り扱いや品質の高さが評価
され、H25年には大手コンビニチェーン
において、期間・地域限定でみやこ町産
イノシシ肉を使った商品が販売。H27年
には大手量販店とも取引開始。

●現在、ふくおかジビエ流通促進協議会
の会長として、県内の加工施設が供給
する獣肉の品質の底上げを図り、より
多くの消費者がジビエを楽しめるよう力
を注いでいる。

活動成果

山本倫明氏
福岡県京都郡みやこ町犀川本庄646    Tel : 0930-32-2512 Fax : 0930-32-4563 

６次産業化

個人部門

鳥獣被害防止 ジビエ

加工施設視察の受入 イノシシ味噌おにぎりとぼたん鍋

ジビエの試食

-17-



佐賀県



18    佐賀県 唐津市

先人が残した貴重な棚田（宝）を次世代へ！

●H13年より、都市住民との交流イベント
を行う「棚田と菜の花実行委員会」、棚
田米の生産・販売を行う「蕨野棚田保存
会」を設立し、棚田保全活動に着手。

●大学生棚田援農隊による耕作放棄地の
復田、企業等と連携した棚田ボランティ
アによる石積や畦畔の草刈活動を実施。

●減農薬・減化学肥料栽培のブランド米
「棚田米蕨野」を生産・販売。「早苗と棚
田ウォーク」、「棚田と桜の里づくり」など
のイベントを開催し、都市住民と交流。

取組概要

●イベントに多くの都市住民（H30年509
人）が訪れることで、蕨野の棚田ファン
が増え、「棚田米蕨野」が定着。

●イベント時に、直売所女性会員の手作り
のさつま芋菓子やコロッケなどの販売
で、高齢者の活躍の場や都市住民との
ふれあいが生まれた。

●地域住民が蕨野集落に誇りを持つよう
になり、先人が苦労を重ねて築いてき
た棚田を未来へ継承しようという機運が
高まった。

活動成果

唐津市 相知市民センター 産業・教育課
佐賀県唐津市相知町相知2055-1 Tel : 0955-53-7125   Fax :0955-62-2573

コミュニティ部門

環境・景観保全 ６次産業化 その他（都市農村
交流）

棚田援農隊により復元された棚田

棚田援農隊活動前の耕作放棄地

「棚田米蕨野」 3,150円/5kgで年間22ｔ販売
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19    佐賀県 多久市

働きたいをカタチに

●Ｈ26年に小学校の廃校舎を活用し、複
合環境制御ハウス12ａを設置し、ミディ・
トマトの養液栽培を実施。また、菓子工
房の施設を整備。

●トマト栽培では、雇用契約を結ぶ就労支
援Ａ型の10人が栽培・選果に就労。菓
子工房では、雇用契約を結ばない就労
支援Ｂ型の23人が｢トマト・シフォン｣作り
や原木シイタケ栽培に就労。

●地元との融和のため、「地元協議会」を
年２回開催。３月には収穫祭を開催。

取組概要

●月産約３㌧のミディ・トマトは、積極的な
直売先の開拓で、大型スーパーにも出
荷されるようになり、栽培、選果に従事
している就労支援Ａ型の10人には、県
の最低賃金を支払うことができている。

●就労支援Ｂ型の23人には、シフォンを月
産200個製造販売する菓子工房や原木
シイタケ栽培などの収益で、工賃を支
払うことができている。

●地元からは、廃校を再生させたことが高
く評価され、収穫祭の参加者も500人超。

活動成果

農福連携

トマトシフォン製作

選果作業を行う利用者

複合環境制御ハウス 旧小学校跡地を活用

ビジネス部門
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20   佐賀県 伊万里市

生ごみを宝に持続可能な地域社会を目指して

●飲食店のグループがH9年に商工会
議所の協力を受け、生ごみ堆肥化の
研究を開始。H15年に当法人設立。

●生ごみ堆肥化実験プラントがH12年
に完成。現在、一般家庭300世帯､食
品関連71事業所の参加協力によっ
て年間500トンの生ごみを回収し、良
質な堆肥250トンを生産。

●市内の小学4年生約300名に対して
当法人の環境活動の実践を通して
環境教育を16年間継続実施。

取組概要

●生ごみ焼却費年間2,000万円の節約
を実現。農産物直売所（会員40名）と
連携して環境保全型農業を振興。

●環境フォーラム、グランドゴルフ大会
の開催及び市内全保育園への菜の
花苗配布により菜の花栽培を推進。

●小学生への環境教育の結果、校区
内団地の120世帯が生ごみ分別グ
ループへ参加。全国からの視察者や
ジャイカ紹介による東南アジア等海
外からの研修生への啓発活動も実
施。

活動成果

NPO法人伊万里はちがめプラン https://www.hachigame-plan.org/
佐賀県伊万里市大坪町狩立乙2436-1 Tel: 0955-22-4058     Fax: 0955-22-4058  

コミュニティ部門

環境・景観保全
その他（生ごみの
リサイクル）

生ごみ堆肥化実験プラント

はちがめ直売所「風道」

海外からの研修生の見学
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21  佐賀県 伊万里市

すみやま棚田米が世界へ！

●過疎化などにより荒廃した棚田
を8年がかりで整備し、景観や
オーナー制度による田植え及び
収穫体験などによる交流者増加
と純米酒の生産・販売などを実
施。

●大学と連携した棚田での農業体
験をテーマとした研究や水力発
電によるイルミネーションなど、
多様な者と連携した取組を実施。

取組概要

●棚田米から製造した純米吟醸
酒が仏の日本酒品評会で金賞
を受賞（H28・H29）。お酒は集客
目的のため地元限定販売で350
万円の売上（H30)。

●ケーブルTVと連携した動画発信、
地元酒蔵と連携したお酒の製造、
航空会社と連携した空港での販
売など、様々な者との連携によ
り関係者間の絆が深まり地域活
性化にもつながっている。

活動成果

すみやま棚田を守る会 http://www.ihn.jp/~hisakim/

佐賀県伊万里市二里町中里甲２２２３ Tel ・Fax: 0955-23-3776

コミュニティ部門

環境・景観保全 食育・教育 企業との連携

市内のスーパー等で
お酒の販売会を実施

市や大学等と連携し、水力発
電で棚田のイルミネーション棚田保全活動で田植え体験
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22    佐賀県 神埼市

クリークの宝！和菱でつなぐ地域の輪

●市の池沼などに群生する水生植物「和
菱」の実を用いた特産品作りに向けH21
年より活動開始。同年、自生和菱を原
料とする焼酎が完成。

●H24年、菓子組合等と連携し、原料の製
造過程で出る菱の外皮を使った菓子
「ひしぼうろ」を開発・販売。H27年、外
皮の成分に高い抗酸化作用が認めら
れ、現在、茶等新たな商品開発を推進。

●これらに伴い、和菱の更なる増産を目
指しH24年から水田栽培を開始。

取組概要

●和菱の利用で自生和菱の採取が継続さ
れ、秋の風物詩「菱の実採り」が継承。
今後の採取者確保に向け、菱の実採取
体験も実施。

●焼酎は福岡国税局酒類鑑評会の本格
焼酎部門で金賞を受賞。製造量はH26
年の570LからH30年には1200Lに拡大。

●和菱の水田栽培も年々拡大し、H30年
は6500ａで栽培。H30年の自生菱と栽培
菱を合わせた製粉量は521kg。

活動成果

神埼市農政水産課 農業水産振興係
佐賀県神埼市神埼町神埼410番地 Tel : 0952-37-0117   Fax : 0952-52-1120

６次産業化

小学生の菱の実採取体験

菱の実。茹でておやつとして食される

風物詩「菱の実採り」。ハンギーに乗って一つ一つ摘み取る

コミュニティ部門

伝統の継承
その他（企業・大
学との連携）
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23 佐賀県基山町

ヒノキの林床を活用したサカキ栽培

●組合所有地が特別史跡に指定され、
所有林が150haから20haに減少。新
たな収入源としてH15年にサカキ栽
培に着手。H24年１月から収穫開始。

●サカキ栽培は、ヒノキ林の林床が活
用でき、年間を通して出荷可能。成
長に伴い年々生産量が増加し、安定
的な収入が確保できる。

●生産・収穫を軽作業で行えるため、
高齢者でも作業が可能。現在、5.5へ
クターに約１万５千本の榊を栽培。

取組概要

●基山町産榊は色艶が良く長持ちする
と評判で、市場からの引き合いも多く、
国産榊として高い評価を得ている。
林野庁長官賞を受賞、県の地域産
業資源として認定されるとともに、明
治神宮の秋の大祭にも奉献。

●この取組みに賛同した町内の森林所
有者が連携して、榊の生産拡大とブ
ランド確立、六次化に向け、町内全
域の山々に約１万本の榊を植栽。10
年後の収穫に向け里山の保全を続
けている。

活動成果

城戸生産森林組合 佐賀県三養基郡基山町大字小倉2395番地１
基山町産業振興協議会：事務局 基山町産業振興課
佐賀県三養基郡基山町大字宮浦666 Tel: 0942-92-7945     Fax: 0942-92-0741  

コミュニティ部門

環境・景観保全 ６次産業化 高齢者の活躍

城戸生産森林組合員 サカキの作業場にて 基山サカキ

ヒノキの林床を活用
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24    佐賀県 基山町

今後の基山の農業を一緒に考えよう

●既存の集落営農組織が連携・一体化す
ることにより、担い手不足等の課題解決
を図るため、４つの部会で構成。

●集落営農組織の強化及び担い手の確
保に向け、法人化設立準備委員会委員
を選出し、先進事例研修、勉強会、法
人化協議等を実施。

●新規導入の作物では、キクイモの生産
促進に取り組むとともに、キクイモを
使った加工品を試作し、東京にてテスト
マーケティングとアンケート調査を実施。

取組概要

●集落営農組織の法人化に向けた取り組
みでは、農家が地域の将来性を自ら考
え、行政が決めることなく法人化に向け
自らが答えを出した。

●農産物加工では、新規導入作物のキク
イモを使ったキクイモチップスを作成。
キクイモの首都圏でのテストマーケティ
ングでは、都市住民との交流のなかで
率直な意見がもらえ、今後の商品開発
や販売の可能性を確認。

活動成果

基山農業活性化協議会（事務局：基山町産業振興課）
佐賀県三養基郡基山町大字宮浦666番地 Tel : 0942-92-7945   Fax : 0942-92-0741

６次産業化雇 用

ビジネス部門

農林漁業、農村
文化体験

試作品のテストマーケティング 勉強会の様子

キクイモチップス
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25    長崎県 長崎市

企業や大学と連携する珊瑚ツーリズム

●離島の活性化に取組むためH22年に設
立。サンゴと熱帯魚を観る「シュノーケリ
ングピクニック」を創出。修学旅行生に
体験メニューを提供。

●島特産の養殖ヒラメを活用した寿司、天
ぷら、しゃぶしゃぶなど宿泊施設で提供
するメニューを創出し、提供。

●H29年より企業と連携し、珊瑚再生の取
組をスタート。珊瑚再生器材を開発した
大学の現地視察と器材設置、現状の自
生する珊瑚の分類表を作成。

取組概要

●シュノーケリング体験ツアーは個人客を
ベースに毎年1,200名程度を維持。多く
は県外の体験者で海外からも毎年35名
程度が利用。３割程度がリピーター。

●体験民宿も300名程度の宿泊客があり、
ヒラメ料理も好評で、特に他府県の方に
高い評価を得ている。

●企業との連携は今後の活動に大きな展
望が開ける可能性。修学旅行の体験メ
ニューに組込まれたことは、次のステッ
プへ移る布石となる。

活動成果

やったろうｄｅ高島 https://www.facebook.com/y.d.takashima
長崎県長崎市高島町2709番地5 Tel :095-896-3510  Fax : 同左

環境・景観保全 教育機関との連携 企業との連携

ビジネス部門

ビーチから異次元の世界が体験可能 体験場所のテーブルサンゴ

ちびっ子も一緒の講習風景
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26   長崎県 佐世保市

宇久の暮らし 島人生活体験の構築

●宇久島の観光資源をフル活用した観光
振興のため、農泊経営者等で構成する
当振興会をH25年に設立。観光協会と
連携して体験型観光を推進。

●振興会は会員39名による農家・漁家民
泊を実施。観光協会は磯づりなど海体
験、和牛飼育など農体験、島料理づくり
体験などメニューを開発し提供。

●島唯一の高校「宇久高校」が取り組む
魚醤の商品開発、宇久島ストリート
ビューの製作等を支援。

取組概要

●観光協会と振興会が車の両輪となって
事業を推進したことにより、徐々に観光
客や宇久島へのＩターン者も増加し活気
も戻りつつある。

●民泊経営者は、人との交流による温み
の大切さを再認識。修学旅行などの団
体客の受入れに向け、民泊家庭の拡充
を図っている。

●民泊や体験型観光をより集客力のある
事業とするため、交付金を活用して観
光事業のビジネス化に取組む。

活動成果

宇久町観光協会
長崎県佐世保市宇久町平3004-1 Tel : 0959-57-3935 Fax : 0959-57-3935 

農 泊 農林漁業、農村
文化体験

ビジネス部門

和牛飼育体験

民泊体験芋団子づくり体験
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27   長崎県 佐世保市

農業を核とし地域資源を活用した農村活性化

●H26年に田平地域（旧田平町内）の農業
活性化を図るため、17の農業関係団体
代表者を構成員として設立。H27年に住
民主体で地域の将来ビジョンを作成。

●労力支援組織の設立に向けた協議、耕
地の有効活用に向け、飼料稲WCSとブ
ロッコリー等の展示圃の設置等推進。

●地域資源の活用による地域活性化を図
るため、地場産品を活かした地域のＰＲ、
都市住民等との交流人口拡大に向けた
取組みを推進。

取組概要

●労力支援として1人の作業支援員が有
料で１日１戸、11戸の農家の作業を順
に手伝う田平町労力支援組織を設立。

●協議会活動により、労力支援組織の構
成員拡大またはヘルパー組織等も含む
同様の組織数を増やしていきたい。

●新規の作業受託組織や集落営農組織
の育成に取り組み、田平地域全体の活
性化につなげていきたい。

活動成果

田平地域農業活性化協議会
長崎県佐世保市吉井町大渡80 Tel : 0956-41-2033 Fax : 0956-64-2239

その他（農業労力
支援）

コミュニティ部門

飼料イネＷＣＳあとブロッコリー展示圃 作業支援員の現地ほ場研修

ブロッコリー機械化体系展示
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28    長崎県 諫早市

みかんおこしによる地域活性化を目指す

●県のブランドみかん「伊木力みかん」
の知名度が低迷するなか、行政等か
ら規格外品を用いた商品開発の依
頼を受け、研究開発に着手。

●地元老舗業者と連携しながら「諫早
おこし」とコラボさせた「みかんおこ
し」を開発。干飯に水あめや果汁、
ビールを加えたおこしを２年がかりで
完成させ、Ｒ元年に商品化。

●みかんの果皮や絞り滓を椎茸栽培
の菌床として活用する技術を開発。

取組概要

●「みかんおこし」は販売から4ヶ月で、
6,000箱を売り上げる大ヒット商品と
なった。現在、県内での販売である
が、福岡や東京での県特産品販売
会等でＰＲを積極的に行い、全国へ
販路拡大を行う予定。

●みかんの果皮等を用いた菌床は、米
ぬかと比較して菌糸の増殖スピード
が速いことを実証。缶詰加工の際、
産業廃棄物となっているみかんの果
皮等の有効利用が期待される。

活動成果

長崎県立諫早農業高等学校 食品科学部
長崎県諫早市立石町1003番地 Tel: 0957-22-0050    Fax: 0957-22-2825

コミュニティ部門

みかんおこし商品発表会・R1.5.18 みかん廃棄物菌床・農家実証実験

温州みかん農家での研修

６次産業化 企業との連携 学生、若者の活躍
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29    長崎県 諫早市

熱中症対策は福祉農園の社会貢献から

●障害を持つ方の職域拡大を目的に、１０
年ほど前から農作業に取り組み、その
過程でグリーンカーテン用のパッション
フルーツ苗の生産を開始。

●冬季、凍結による苗の枯死を防ぐため、
温度管理可能な温室を整備。また、車
いす利用者でも作業できるよう通路部
の舗装など環境を整えた。就労支援B
型の利用者20名が農作業に従事。

●熱中症対策や温暖化対策として、自治
体や企業での導入、東京オリンピックで
の導入に向けPR活動等を進めている。

取組概要

●効果的なパッケージデザインや、福祉
団体の製作作品販売イベントへの参加
で、農業分野の就労について問合せや
取材が寄せられた。

●福祉から就労に向けて、工賃向上に結
びついており、農業分野での自立支援
という面でも成果を上げている。

●従来農作業に興味がなかった利用者や、
車いす利用の方も、パッションフルーツ
の生育業務を担い、職員と共に販売活
動に参加するなどの成果があった。

活動成果

社会福祉法人じゅもん会 https://www.fukushi-net.or.jp/
長崎県諫早市小船越町680-1 Tel :0957-25-3300 Fax :0957-25-3233 

その他（地域と福
祉とエコをつなぐ）

福祉農園温室外観

緑のカーテン設置例

パッションフルーツ挿し木

農福連携 雇 用

ビジネス部門
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30   長崎県 大村市

農業テーマパークが地域を活性化

●農家8戸で始めた直売所が、レ
ストランや食育体験施設等を含
む「農業テーマパーク」に発展し
一年中来客のある交流拠点に
なった。

●地元農産物を生鮮品だけでなく、
6次化による商品開発・販売を
実施したり、食育体験や収穫体
験など豊富なメニューで取組を
展開。

取組概要

●6次化による売上高は3.2億円
から3.9億円に増加（H26～30）。
食育及び農業体験者数はともに
増加しており合計約３万人
（H30）。

●常時雇用職員の8割が女性。従
業員は季節雇用も含めて年間
100名以上で、賃金の総額は約
1.5億円。

活動成果

有限会社シュシュ http://www.chouchou.co.jp/
長崎県大村市弥勒寺町486番地 Tel : 0957-55-5288  Fax : 0957-55-5328 

６次産業化

ビジネス部門

農林漁業、農村
文化体験 食育・教育

地元産の農産物を使用したジェラート

「おおむら夢ファームシュシュ」外観

インバウンド農泊受け入れ
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31    長崎県 大村市

つながる「農業」と「福祉」

●栽培品目は、水耕栽培によるサラダほ
うれん草とココバック栽培のトマト。市内
の障害者支援施設に作業を委託し、障
害のある方に持続的な就労の場を提供。

●収穫・選果・計量・袋詰め・箱詰めなど
の作業を障害のある方が主体的に取り
組めるよう、作業工程を細分化し、文字
だけでなく絵や色などを用いて視覚的
な作業環境としている。

●自社生産のトマトを使った無塩・無添加
のトマトジュースも製造・販売。

取組概要

●現在、障がいのある方23名が主体的に、
やりがいと自負を持ちながら作業に従
事。障害児童等の就労体験も受入。

●障がい者は、この活動によって経済的
にも自立し、グループホームなどで生活
することが可能となった。

●トマトジュースは、スーパーや直売所だ
けでなく銭湯や温水センター、カフェを
販売チャネルとして、健康志向の高い
お客様に喜んでいただいている。

活動成果

株式会社ふれあいファーム https://fureaifarm-japan.amebaownd.com/
長崎県大村市富の原1-1567-1 Tel :0957-47-8335 Fax :0957-47-8336 

コミュニティ部門

水耕栽培ハウスでの作業風景

トマトハウス作業風景

爽やかトマトジュース完成

６次産業化 農福連携 高齢者の活躍
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地引き網体験

32    長崎県 松浦市

松浦党の里 ほんなもん体験

●松浦市、平戸市、佐世保市で体験型修
学旅行を受入。当公社は学校・旅行社
への窓口対応等を､各市の１３組織１団
体は現場管理を､各組織に加入する会
員（農林漁家）は修学旅行の受入を、そ
れぞれ担う。

●体験メニューは農林漁業、田舎料理、
シーカヤック等84種類を提供。会員
（450戸）は体験と民泊をセットで提供。
また、修学旅行閑散期にインバウンドを
含む一般客の受入れに向け、ホーム
ページ作成等ＰＲ活動を実施。

取組概要

●年間160校3万人前後を受入れており、
Ｈ30年度には、累計30万人を達成。一
般客の受入も増加（H30年度769人）

●生徒さんは、農林漁業と民泊の体験で、
地域の食文化や生活、農水産物の価
値を知り、コミュニケーション能力を高め
ている。受入れ側は、生徒さんが感動
する姿を見て、自分の生業に自信と誇
りを覚えている。

●体験指導料や民泊料を始め、関係者の
宿泊等地域の経済効果になっている。

活動成果

一般社団法人まつうら党交流公社 https://www.honmono-taiken.jp/
長崎県松浦市志佐町浦免1808番地1 Tel : 0956-27-9333 Fax : 0956-27-9334

農 泊

田植え体験

民泊

農林漁業、農村
文化体験

ビジネス部門
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33    長崎県 五島市

島の幸を生かした 新鮮・手作り惣菜

●五島市椛島で民宿・遊漁船業を経営。
来客者に地の魚を使った料理を提供。
これが好評であったこともあり、島の活
性化も視野に加工品の製造を開始。

●平成22年に小規模な加工場を整備。来
客者へ提供しながら、県内外へ向けた
インターネット販売を開始。全国各地の
百貨店等の物産展に出店。

●平成26年度には、離島活性化交付金を
活用し、新たに加工場及び加工機器等
を整備して生産体制を充実。

取組概要

●長崎県産品・特産品のサイトにも紹介さ
れるようになり、全国各地の百貨店等
での展示販売などに伴い、購入リピー
ターも増加するなど、徐々に成果が上
がってきている。

●加工場は、島の女性及び島内移住者の
就労の場・活動の場としての効果も上
がってきている。

●椛島の特産品として定着し、地元出身
者のお土産としても好評で、島外へのＰ
Ｒにもつながっている。

活動成果

地のもん工房 増栄丸
長崎県五島市伊福貴町592-10 Tel :0959-78-2269 Fax :0959-78-2289 

雇 用

スタッフの皆さん

商品例（ﾉﾄﾞｸﾞﾛの干物）

商品例（鯵の昆布巻き）

長崎県産品・特産品のサイトでの紹介

伝統の継承 高齢者の活躍

コミュニティ部門
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34    長崎県 西海市

世界と繋がるゆきのうら

●ゴールデンウィーク期間中に4日間
開催する地域回遊型イベント「雪浦
ウィーク」をH11年以来、毎年開催。

●年間を通した活動の創出に向け、
H27年にNPO法人化。カフェレストラ
ンを開設するとともに、隔月第4土曜
日にマルシェを開催。

●H30年に空家を改修し、ゲストハウス
をオープン。放棄地を開墾し、1.4ha
を「あんばんね農園」として開設。

取組概要
●住民の自宅や工房などを開放し、開
催する「雪浦ウィーク」は毎年1万人
を超える来訪者で賑わう。

●ゲストハウスの宿泊者数は、英語版
HPの開設等もあり、R元年に入りイン
バウンドが急増。また、老人昼食会、
同窓会、演奏会などコミュニティカ
フェとしても活用。

●あんばんね農園では､移住者3人が
地元住民とともに野菜･麦･米の無農
薬､有機肥料栽培を取り組んでいる。

●地域の大学が、地域づくりフィールド
として雪浦を活用。当法人と連携し
た活動となっている。

活動成果

特定非営利活動法人 雪浦あんばんね https://yukinoura.net/
長崎県西海市大瀬戸町雪浦下郷1241 Tel： 0959-31-4071 Fax : 同左

。

農 泊
農林漁業、農村
文化体験

環境・景観保全

雪浦ウィークマップ
※「あんばんね」とは、「遊んでいきませんか」という雪浦の方言

自宅を開放して、訪問客受入

ｹﾞｽﾄﾊｳｽで留学生たちが合宿

コミュニティ部門
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35    長崎県 雲仙市

日本の食文化を再発見し、発信していく

●障がい者施設の活動の場として麺づくり
に取り組む。「島原そうめん」に「黒ご
ま」（すり胡麻と煎り胡麻）を練り込んだ
商品「黒胡麻素麺」を製造販売。

●九州産小麦粉を使用するとともに、残留
農薬検査、トレイサビリティ等安全管理
が徹底された黒胡麻を使用。伝統の手
延べ製法にこだわり製造。

●商品パッケージを和紙仕立てに変更。
首都圏、海外の催事に出展するなどＰ
Ｒ活動を展開。

取組概要

●すり胡麻に加えて煎り胡麻を素麺に練
り込むことで、食感、歯ごたえ、風味の
あるオリジナリティのある黒胡麻素麺を
作り出した。

●全国の優れた産品を発掘・表彰する農
林水産省「フード・アクション・ニッポン・
アワード」（H30年)に選定。障がい者に
自信、よろこびを感じてもらえた。

●地道なPR活動の結果、年間を通して150
万円を超える安定した売り上げを確保。

活動成果

社会福祉法人南高愛隣会コロニーエンタープライズ
長崎県雲仙市瑞穂町古部甲1572    Tel : 0957-77-2137  Fax : 0957-77-3966 

６次産業化

ビジネス部門

伝統の継承 農福連携

島原素麺伝統の手延べ作業

商品ﾊﾟｯｹｰｼﾞを和紙仕立てに

黒胡麻素麺
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36  長崎県 東彼杵町

そのぎ茶を世界へ！若者達の挑戦！

●茶業の協業化と事業の複合化により
農家の生活の安定を図るため、H28
年に茶生産農家、グリーンツーリズ
ム団体等により設立。

●新商品及びパッケージの開発を行う
とともに、そのぎ茶のＰＲ活動として
ワークショップ、ＨＰ等による情報発
信を実施。会員農家４名が法人化し、
碾茶工場を新設。会員農家１名がト
マトの施設栽培との複合経営とトマト
を活用した６次産業化に着手。

取組概要

●新しい農業経営スタイルである法人
化や複合化が実現し、全国茶品評
会でも当会員の農家が二年連続で
日本一に輝き、そのぎ茶のブランド
化も着実に進んだ。

●当協議会の構成団体が取り組むグ
リーンツーリズムも国内・国外共に増
加。特にインバウンド客が増加した
背景には茶畑の風景やそのぎ茶の
伝統的製造方法の情報発信が寄与。

活動成果

東そのぎ上地区活性化協議会
長崎県東彼杵郡東彼杵町蔵本郷1850-6 Tel: 0957-46-1317 Fax : 0957-46-1430

農林漁業、農村
文化体験

新商品開発及びＰＲに向けた検討会 新商品パッケージ開発

新協業化による碾茶工場

コミュニティ部門
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37   長崎県 東彼杵町

結いの文化、たしてひがしそのぎ

●H27年に取り壊し予定の農協米倉庫
を借り上げ、改装し、店舗を併設した
交流の場づくり（施設名Sorrisoriso）
に着手。

●以降、この施設に3店舗がテナントと
して開業。さらに当公社のサポートに
より近隣に3店舗が出店。

●開業される者は移住者が多く、行政
や地域への紹介、空き家の紹介等
開業をサポート。特産の茶と地元の
米を活用したワッフルを商品開発。

取組概要

●開業した店舗は、アンティーク家具・
古着、スタンドコーヒー、革卸・革製
品販売、スパイスカレー専門店、自
家製酵母パン、オーガニックレストラ
ンであり、商店が少ない地域の活性
化に貢献。さらに5店舗が出店予定。

●地域の店舗の増加や商品開発など
を通し、メディアに取り上げられるこ
とも増え、若い方を中心に活動を希
望する者が増加。茶農家の組織化、
農林水産大臣賞受賞にも貢献。

活動成果

一般社団法人東彼杵ひとこともの公社
長崎県東彼杵郡東彼杵町瀬戸郷1303-1 Tel:0957-20-1883 Fax :0957-20-1883 

移住・定住 ６次産業化

Sorrisoriso（イタリア語「微笑みの米」）元米倉庫にちなむ

スパイスカレー店

そのぎ茶生産者会議

伝統の継承

コミュニティ部門
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38   長崎県 波佐見町

自然に囲まれた小さな町のスローな体験塾

●地元の有機野菜にこだわった「西の原
ファーマーズマーケット」を毎月、第３日
曜日に開催。

●休耕地を利用した年間を通した農業体
験と食の提供、福岡での出張そば塾開
催による都市住民との交流。イノシシ肉
の福岡のジビエ料理店への提供。

●近隣２つの高校と連携し、棚田で田植え
から刈り取り脱穀まで実施。米は米粉
に加工し、ケーキやスイーツづくりを行
い、ファーマーズマーケット等で販売。

取組概要

●飲食店が地元食材を使った料理の提供
を始めたり、地元の高校生がファマーズ
マーケットの運営に参加してくれるなど
地域に地産地消の機運が芽生えてきた。

●集落ごとに自ら交流する農業体験塾は
波佐見ならではの取り組みであり、種ま
きから収穫までの年3回から4回来ても
らうことで都市住民との交流が進展。

●２校の高校生は生産に関わった米の米
粉で商品開発を行っている。

活動成果

はさみ東地域集落活性化協議会
長崎県東彼杵郡波佐見町井石郷2255-2 Tel :0956-85-2290   Fax :0956-85-2856

農林漁業、農村
文化体験

教育機関との連携 移住・定住

休耕地を活用した高校生の農業体験

高校生によるスイーツサービス

高校生によるﾌｧｰﾏｰｽﾞﾏｰｹｯ販売研修

コミュニティ部門
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39   長崎県 小値賀町

心に残る島おぢか、小さな島の未来への挑戦

●当協会は、小値賀島観光のワンス
トップ窓口として、Ｈ19年度より民泊
（受入家庭は現在約30軒）、「古民家
ステイ」などに取組んでいる。

●民泊では一般の漁家・農家での食
事・宿泊、郷土料理づくり、魚釣り、
魚さばきなど受入家族とともに「島の
日常」を体験。

●Ｈ22年より修学旅行（２泊３日）を受
入れ。受入れ実績は年間３～６校。

取組概要

●民泊事業により交流人口が増加。民
泊が高い評価を受け、マスコミ等で
取り上げられたことで来町者も増加。

●農林漁業体験型民宿や体験インスト
ラクターの開業に結びつくなど、町全
体の活性化に大きく貢献。

●町民が、食文化や生活文化、自然環
境など島の魅力を再発見し、それを
来島者へ伝えることで、地元を大切
にする気運が高まってきた。

活動成果

特定非営利活動法人 おぢかアイランドツーリズム協会
長崎県小値賀町笛吹郷2791-13 Tel: 0959-56-2646 Fax: 0959-56-3530

農 泊
農林漁業、農村
文化体験

環境・景観保全

ビジネス部門

古民家ステイ「鮑集」内部 修学旅行受入

古民家ステイ外観
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40  長崎県 新上五島町

伝えたい 島の宝 つばきの魅力

●五島列島は全国有数の椿油産地。
観光客や地域住民に椿油の搾油体
験を提供することで椿に対する理解
を深め、都市と離島の交流を図るこ
とを目的に搾油体験を実施。

●国内ツアー客だけでなく中国や台湾

等からのツアー客も対象に、旅行会
社からの依頼により搾油体験を提供。

●地元の緑の少年団や小中学生、県
内外の大学生のフィールドワークで
も搾油体験を提供。

取組概要

●五島列島が日本一の椿の自生地で
あること、椿油の効果等の認知度が
上昇。また、自身で搾った油を持ち
帰れると好評を得ている。

●椿油の効果や使用方法等を知ること
で、使用経験のない方々が、椿油や
関連商品を購入され、地域の特産品
振興や販売店の売上増に貢献。

●地元小中学生や島外の学生の受け
入れにより、歴史・文化を継承。

活動成果

一般財団法人 新上五島町振興公社
長崎県南松浦郡新上五島町小串郷1071番地2 Tel: 0959-55-3219 Fax : 同左

椿の種をつぶす作業 蒸した種を圧搾機で搾る

潰した種をせいろで蒸す

農林漁業、農村
文化体験 伝統の継承 教育機関との連携

コミュニティ部門
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熊本県



41    熊本県 熊本市

地域の和できれいで豊かな天明づくり

取組概要

●H19年に31集落の全住民､各種団体
（16）により設立。農道・水路・農地、
海浜の保全活動、生ゴミ等の堆肥づ
くり、毎年190haのレンゲの作付、水
源涵養林の育成、漁協と連携した河
口の野焼き等を実施。

●天明文化保存協議会を立ち上げ、雨
乞い太鼓・花棒踊り等を伝承。

●小中学校（7校）で地域の歴史・風土
の出前講座、田んぼの学校を開催。

●天明のNPO法人から呼びかけた緑
川の清掃は、今では流域住民2万人
が参加する一大イベントに発展。

●熊本地震において、家屋の片付けや
食料支援等助け合いがみられ、震災
を乗り越える団結力と底力が発揮さ
れた。

●校区単位のワークショップを年２回開
催することで、活動範囲が拡大し、挑
戦可能になった。

活動成果

天明環境保全隊
熊本県熊本市南区奥古閑町1863-5 Tel :096-223-2226   Fax :096-223-5606

取組概要

環境・景観保全 伝統の継承

れんげ祭りでの交流 水源地の下草刈り 天明中

銭じゃこ太鼓・花棒踊りの披露

コミュニティ部門
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42    熊本県 八代市

東陽町の資源（たから）を活かそう！

●東陽町の工夫次第で活かせる資源
と地域の役に立ちたいという意思を
持つ地域住民を繋ぐため、H30年に
当会を設立。

●特産品の開発として生姜の甘酢漬け､
ブルーベリージャム､やまめ甘露煮
等を試作。県の補助を受け､栽培を
始めたブルーベリー栽培の拡大。

●食文化のコンニャクづくりを継承すべ
く芋生産からコンニャクの加工･販売
までの体制づくりに着手。

取組概要

●特産品の開発では、H30年度に４品
を開発、R元年度は5品を開発予定。

●ブルーベリー栽培の拡大は、栽培技
術向上のため現地検討会の開催や
鳥獣被害防止のため防護柵の設置
も行い、栽培本数は300本から600本
に拡大。

●開発産品を直売所､地域の祭り､イベ
ント等に出展して販売実証を行い､商
品化に繋げていくこととしている。

活動成果

東陽山村活性化協議会
熊本県八代市東陽町南1105-1 Tel: 0965-65-2114          Fax : 0965-65-3272

６次産業化

ビジネス部門

その他（地域資源
活用）

ブルーベリージャムの試作

ブルーベリー栽培技術検討会

コンニャクづくり
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●菜の花・レンゲが咲く頃に都市住民
を招いたウオーキングイベントを実
施。米の知名度も上がり、売上も増
加。新たに１名を雇用。

●季節の食材をふんだんに使用し、見
た目も味も満足していただけるような
弁当メニューの開発ができた。

●モニターツアーで多くの人に足を運
んでもらう機会が増え、地元食材を
使った食事、温泉施設など、地域資
源を最大限に活用できた。

●Ｈ29年に当法人を設立。菜の花・レ
ンゲの栽培、すき込み等により特別
栽培米を生産。「鶴喰米」のブランド
で販売。給食用米の年間供給など販
路拡大を推進。

●地元の食材を使い、地元ならではの
料理を提供する農家レストランの
オープンに向け、メニューを開発。

●稲刈りやいも掘り、ぼた餅作り、しめ
縄作りなどのモニターツアーによる
交流体験を実施。

43   熊本県 八代市

次世代に繋ぐ 農業と美しい里山の原風景

取組概要 活動成果

八代市役所農林水産政策課坂本農林水産地域事務所
熊本県八代市坂本町坂本4228-12番地 Tel :0965-45-2363 Fax :0965-45-2291

コミュニティ部門

農林漁業、農村
文化体験

環境・景観保全 高齢者の活躍

満開の菜の花と桜 モニターツアー 弁当試食

農家レストラン「松花堂弁当」

-43-



44   熊本県 八代市

愛をコメて幸せの米粉をお届け致します。

●H25年に「くまもと米粉インストラクター」
の認定を受たのをきっかけに、H27年に
「米粉マイスター」の資格取得。

●地域の大学・高校・保育園などに赴き、
米粉を使った調理実習や親子での体験
教室、保育園の先生に向けた米粉料理
講座を開催。自宅で米粉クッキング教
室を主宰。

●県立大学と商品開発コラボで地元特産
のい草パウダー・晩白柚ペースト「マキ
シト」・晩白柚を使った米粉レシピを開発。

取組概要

●調理実習や体験教室は食育につながる
とともに、アレルギーのお子さんが増え
る中、米粉料理が保育園の給食メ
ニューに取り入れられた。

●県立大学と連携して開発した米粉レシ
ピは学生が動画撮影・編集作業を行い、
現在インターネットで動画を配信中。

●地元飲食店からの要望で、八代産の晩
白柚・鮎・青のり、山羊ミルクと米粉の
組み合わせでメニュー開発。地域の6次
産業化の推進、八代駅前マルシェでの
米粉スイーツの提供で活性化に貢献。

活動成果

中田佳奈枝氏 https://www.instagram.com/kanaecafe/
熊本県八代市海士江町3117-6   Tel : 0965-33-4224     Fax : 0965-33-4224 

６次産業化

個人部門

食育・教育 教育機関との連携

米粉調理講座 県立大学生による調理の動画撮影
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45   熊本県 水俣市

耕作放棄地を解消し6次産業化で農福連携

●当事業所は就労継続支援Ａ型事業
所。農業支援員やボランティアの農
家より農作業の指導を受けながら、
休耕地においてモリンガ、サラダ玉
ねぎ、大根等を栽培。

●近年健康効能で注目されているモリ
ンガ茶は、生葉を収穫・乾燥後、焙
煎加工し、商品化。インターネットや
道の駅等で販売。また、サラダ玉ね
ぎはドレッシング、大根は地元特産
の寒漬けに加工し、販売。

取組概要

●障がい者は草刈り機やトラクター・耕
運機の操作ができ、柑橘の生産販売
を行う農業法人での収穫・選別作業、
地域の農家等から依頼される除草
作業にも従事。依頼件数は年々増加
し、H30年は20件。

●加工品の販売も好調で、雇用する障
がい者も年々増加し、H30年は15名。
障がい者には最低賃金以上の給与
を支給することができており、自立し
た社会生活を営んでいる。

活動成果

一般社団法人さくら福祉会 http://sakura-fukushikai.org/
熊本県水俣市南福寺3番61号 Tel: 0966-63-3833          Fax : 0966-63-3833

６次産業化 雇 用 農福連携

コミュニティ部門

作業しやすいスペースで作付け（モリンガ）

モリンガ葉の乾燥作業

モリンガ健康茶葉商品
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46    熊本県 玉名市

郷土の歴史・自然・農業を守りつなぎ活力へ

●横島町における干拓堤防遺跡等の
保存継承にS41年の設立以降、50年
以上取り組む。

●全長約5ｋｍの重要文化財の干拓堤
防遺跡の除草作業を行政と分担して、
毎年半分の区間をボランティアで実
施。町内5ヶ所の文化財遺跡を会員
62名全員で毎年8月10日に清掃作業
を実施。

●干拓の歴史を中心に小中学校への
出前講座を実施。遺跡のある現地で
の学習を重視。

取組概要

●地元の継続した除草活動の取組が
評価され、H23年に「旧玉名干拓施
設」が国の重要文化財に指定。

●清掃活動の継続は、町内に残る文
化財遺跡に対する理解を深め、大切
に守り受け継ごうとする会員の心情
を醸成。

●子供達は身近な文化財の学習を通
して、現在の豊かな横島町は先人の
努力の積み重ねが作り上げたことの
理解を深めている。

活動成果

横島町文化財保存顕彰会
熊本県玉名市横島町横島7302-1 Tel: 0968-84-2100 Fax: 0968-84-2100 

コミュニティ部門

環境・景観保全 伝統の継承 教育機関との連携

国の重要文化財「旧玉名干拓施設」

ボランティアによる除草作業

「玉名学：干拓の歴史」出前授業
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47   熊本県 山鹿市

地産地消 多くの人とつながり 野菜を食す

●38年間学校給食と病院給食に携わった。
病院給食では、治療食として病状にあ
わせた食事が提供。その食事を食して
完治された方から感謝され、食事の大
切さを感じた。

●居住する山鹿市菊鹿町五郎丸桑原地
区には、八方ヶ岳の山の伏流水で育っ
たお米と野菜があり、これに着目し、季
節の野菜料理のバイキングの店を開店。

●提供する野菜は、出荷できない規格外
の野菜や家庭菜園の食べきれず残され
た野菜を活用。

取組概要

●子どもから大人まで多くの方に来店して
頂けるよう価格を安くし、営業日には、
近所の方々に手伝って頂き、週2日の
営業としＨ30.9月に開店。

●Ｒ元年9月で1年になり、来店して頂いた
方は延べ835名と大変多くの方に来店
いただいている。

●お客様からは「こんな調理の仕方があっ
たんですね」「孫が、野菜がおいしいと
言ってます」などの感想が聞かれ、地域
の米や野菜の美味しさをあらためて実
感している。

活動成果

宮崎久美子氏
熊本県山鹿市菊鹿町上永野1304-2  Tel : 0968-48-3421     Fax : 0968-48-3421 

農林漁業、農村
文化体験 伝統の継承

個人部門

食育・教育

野菜料理のバイキング店「view café 935」

たくさん採れた野菜で作ったメニュー

地元の農家の方々と近所の協力メンバー
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●H26年、農業科のメンバを中心に編
成。大学、他高校や各種団体とも連
携して多彩な地域づくり活動を展開。

●農業高校生が先生役となって小中学
生を対象とした座学・実習の農業体
験塾を実施。地域資源のヤーコンを
使って、農村民泊で提供する炒め物
など食事メニューを開発。

●養蚕学校だった歴史を活かし、繭玉
クラフト体験を地域のイベント等で提
供。収益金は地域に全額寄付。

取組概要

●農作業をクリアしながら３人一組で農
村を走るオリジナルイベント「農村ア
スロン」では、賞品・食事・お土産に
より、直売所の売上げ向上に貢献。

●活動を通して多様な世代と接するこ
とで、農家の跡取りは自信をつけ、
非農家メンバも農業系に進路を決め
るなど、担い手が育った。

●ＰＤＣＡサイクルによる研究活動で自
主性が芽生え、課題解決の力がつき、
科学性・社会性・指導性も向上。

●今後は「田舎の萬屋」起業を目指す。

活動成果

48    熊本県 菊池市 農林漁業、農村
文化体験

学生、若者の活躍 伝統の継承

コミュニティ部門

農業高校生が興す！田舎の萬屋プロジェクト

高校生が先生役の体験塾
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49   熊本県 上天草市

小さな農村みんなで作る！住民総活躍地域

●H12年より農道等に彼岸花の植栽を
開始。H23年から「山菜と彼岸花の里
ウォーキングと秋の味覚祭」を開催。

●H27年から地元小学生等も参加する
「田んぼアート」や「リアルかかし」の
設置に取組む。

●H28年に加工施設を整備｡地元食材
を使った惣菜等の製造販売に着手。
加工用農産物の品目を増やすととも
に､学校給食への米等の供給を拡大。

取組概要

●イベントや田んぼアートにより来訪者
が年々増え、それに伴い地域住民の
所得向上の意欲も高まり、加工施設
の整備による原料の農産物生産や
山菜の加工・販売等に結びついた。

●学校給食の上天草産の利用率は
H27の25%からH30は30%へ向上。

●住民みんなが役割を持って活躍し、
活動に伴った収入が得られるように
なった。

活動成果

上天草市役所 農林水産課（事務局）
熊本県上天草市大矢野町上1514番地 Tel :0964-26-5516   Fax :0964-56-4972

販促活動の様子

コミュニティ部門

環境・景観保全 食育・教育 高齢者の活躍

ウオーキングイベントの様子

ｳｵｰｷﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄでの直売会

販促活動
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●採草面積は年々増加し、H24年の
18.9haからH30年には152haとなって
おり、持続的な草原保全に貢献。

●販売売上も、H24年の261万円から
H30年には1,078万円と大幅に伸び
ている。組合員数も10名となり、地元
若手農家の雇用創出にもなっている。

●H28年1月に、野草から作物の病害
虫を予防する善玉菌が多量に発見さ
れ、その報道が野草販売を後押し。

●20～40代の若手農家で組織する組
合。農閑期や農作業の隙間時間を
利用して未利用野草を収穫し、飼料
や堆肥の資材として販売。

●自治体や牧野組合からの情報・要望
により未利用草地を選定。大型トラク
ターで採草後、ロールにし、飼料用
はラッピングして保管。

●採草したロールは、刈取り時期や状
態に応じて飼料や堆肥・マルチ用と
して阿蘇地域内外に販売。

50    熊本県 阿蘇市

阿蘇の草原を守ろう！未利用草原の再生

取組概要 活動成果

（事務局）NPO法人九州バイオマスフォーラム http://kbiomass.org/yasou/
熊本県阿蘇市一の宮町宮地5816 Tel: 0967-22-1013 Fax: 0967-22-1014

雇 用

ビジネス部門

環境・景観保全

組合員と作業機械

採草作業風景
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51    熊本県 阿蘇市

阿蘇地域の林業担い手対策の取り組み

●阿蘇地域の市町村、関係団体により
H28年に設立。チェーンソーによる枝
払い等の競技を通じて林業の魅力を
発信するイベント「あその山モン伐木
チャンピオンシップ」を毎年開催。

●地元高校生に林業関係者が講義す
る就業促進ガイダンスや就業希望者
を３日間程度受け入れるトライアル
雇用を実施。

●大分、宮崎との県境3県の関係者交
流会「あその山モン社交界」を開催。

取組概要

●「あその山モン伐木チャンピオンシッ
プ」は昨年度700人以上を集め、多く
の人に林業の魅力をＰＲ。

●就業促進ガイダンスやトライアル雇
用の取り組みにより、昨年度は３名
が就業。

●「あその山モン社交界」での意見交
換は阿蘇の林業関係者に刺激を生
じさせた。昨年度は、他に山口県、鳥
取県、岐阜県とも実施。

活動成果

阿蘇地域林業担い手対策協議会
熊本県阿蘇市一の宮町宮地2402 Tel: 0967-22-2312     Fax: 0967-22-0613   

コミュニティ部門

「あその山モン伐木チャンピオンシップ」：枝払競技

地元高校への就業ガイダンス

他地域の林業関係者との交流会

雇 用 教育機関との連携
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52   熊本県 阿蘇市

阿蘇の大自然を守るあか牛プロデュース活動

●阿蘇世界文化遺産登録推進事業教
育モデル校としてH24年度から活動
を開始。草原再生に不可欠なあか牛
の生産・消費拡大が目標。

●本校農場にてあか牛を飼育するとと
もに、あか牛の肉質に適した調理法
等を学習し、毎年オリジナルメニュー
を考案。

●地元企業や道の駅の協力を得て「高
校生プロデュース弁当」として販売。
各種料理コンテストにも参加。

取組概要

●新商品の発売日には、高校生が道
の駅でお披露目会を行い、観光客な
どに弁当の特徴をアピール。道の駅
では高校生プロデュース弁当のコー
ナーが設けられ、人気となっている。

●あか牛の飼育から商品化までを経験
することで、生産者・消費者両方の
目線に立ち、高校生の柔軟な発想で
地域を盛り上げることができている。
また、生徒は地域に貢献したいとい
う意識を持つことができている。

活動成果

熊本県立阿蘇中央高等学校（阿蘇清峰校舎）
熊本県阿蘇市一の宮町宮地4131番地 Tel: 0967-22-0045    Fax: 0967-22-5161

コミュニティ部門

企業との連携 学生、若者の活躍

あか牛料理試食会

生徒が考案した料理

道の駅阿蘇でのお披露目・試食販売会

食育・教育
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53    熊本県 合志市

菊芋の6次産業化で農福連携

●当法人は就労継続支援Ａ型事業所
を運営。農地を借りて障害者と野菜
の生産・販売や高齢の農家から委託
を受け、草取りや作物の植え付け・
収穫等の農作業の手伝を実施。

●菊芋を乾燥粉末に加工し販売。原料
の菊芋は通常の菊芋よりもイヌリン
含有量が多い紫菊芋を自社農園で
有機栽培し、使用。また農作業を受
託している農家にも菊芋を栽培して
もらい、収穫物を原料として購入。

取組概要

●作業受委託（H30年度は70a）の取り
組みにより、高齢農家の農作業を軽
減することで農地の維持に貢献。

●障害者の就業機会が乏しい地域で
10名（H30年度）を雇用し、雇用機会
の確保に貢献。また、一般就労して
も職場で働き続けることが出来るよう、
体力面・精神面の向上を目指した就
労支援を実施。賃金も売上の中で賄
えており、厚労省の基準を満たす。

活動成果

NPO法人あじ菜工房 https://peraichi.com/landing_pages/view/ajisaikoubou

熊本県合志市御代志1398-1        Tel: 096-237-7543    Fax : 096-237-7544 

６次産業化

作業受託によるタマネギ収穫 菊芋と乾燥粉末の製品

菊芋定植作業

農福連携

ビジネス部門
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●平成27年度から始めた事業を通して、
区民が地域の良さを再確認。各事業
の展開の中で区民の連携が強固に
なった。

●地域の豊かな緑と豊富な地下水に
よって、地域とそこに暮らす住民は
育まれているという自覚が増した。

●地域ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽは延べ165名が乗車
し、4,945km走行。交通弱者を支援
することができた。

●地区住民と行政等で組織。都市住民
との交流活動、遊休農地の解消、高
齢者支援にＨ27年に着手。

●田植え・稲刈り体験等の交流活動を
実施。地域住民による遊休農地の除
草等を行い、30aを作付可能とした。

●高齢者の健康増進に向け「元気塾・
ふれあいサロン」を女性有志で開催｡
交通対策として､H30年に地域ｺﾐｭﾆ
ﾃｨﾊﾞｽをレンタカーにより57日間運行。

54    熊本県 大津町

みどりと湧水を活用した地域景観の維持

取組概要 活動成果

真木地区協議会
熊本県菊池郡大津町真木412-1 Tel :096-293-4558 Fax : 096-285-1672

田植え体験

地域ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ（ﾚﾝﾀｶｰ）

農林漁業、農村
文化体験

環境・景観保全 高齢者の活躍

苗作り交流

コミュニティ部門
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●過去6回の銘木市では、ナンゴウヒ原木
45本が近年では珍しく高値の10 50万
円/ で評価された。神社仏閣用材（特
A材）として利用され、伝統建築を支え
ている。

●品質管理されたナンゴウヒをB・C材と分
けて販売することで、平均単価41,000
円/ と全国平均17,000円/ より大幅
な価値を創出。

●ナンゴウヒに特化した職員をH28～29年
に各1名採用。林業・木材利用に若い活
気が出てきている。

●地域林業の活性化に向け、古くより
郷土の宝として育てられてきた挿し
木ヒノキの在来種ナンゴウヒをブラン
ド化するためH26年より活動。

●ナンゴウヒの後継者確保に向け、高
齢林家が若い世代に技術を伝える
枝打ち等育成技術研修を毎年開催。

●銘木が多く集る民間市場と連携し、
「阿蘇南郷檜」として原木を毎年販売。
年１回出荷管理体制を徹底。

55    熊本県 高森町

神宿る阿蘇南郷檜で地域林業を活性化する

取組概要 活動成果

阿蘇南郷檜ブランド化推進協議会 阿蘇森林組合（aso kumamoto JForest）
熊本県阿蘇郡高森町大字高森2823-2      Tel :0967-62-0769  Fax :0967-62-1959

郷土の宝である理由は御神木が点在する 種から育てるヒノキより優良な性質を持つ

ヒノキの伝統建築は先代の力

環境・景観保全 企業との連携 高齢者の活躍

コミュニティ部門
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56    熊本県 御船町

熊本地震が育んだ「地域の絆、つながり。」

●H28年の熊本地震後、町内企業が一
体となって町を活性化させようと「グ
ループ補助金」を契機に結成。事務
局スタッフは地域おこし協力隊 3名。

●H30年に共同事業の一環として「御
船町納豆わさびふりかけ（御船産水
前寺菜入り）」を開発・販売。

●地元特産「水前寺菜」の規格外品を
買い取り活用。地元の老舗海苔メー
カーとの共同開発。

取組概要

●水前寺菜規格外品の活用は、生産
農家に評価されるとともに、6次産業
化を目指した生産者側への新たな経
済効果も実現

●開発に当たっては、味付け材料の「し
そ・ゆず・かつお・わさび・バジル」の
試作品の町民投票を行い、人気No.
１の「わさび」を商品化。

●売上の一部を震災復興支援金として
町に寄付。

活動成果

オールみふね恐竜の郷復興プロジェクト https://www.allmifune.com/

熊本県上益城郡御船町大字御船（御船町商工会内） Tel: 090-6528-9665 Fax :  -

コミュニティ部門

６次産業化 復 興 企業との連携

御船町納豆わさびふりかけ 「ふりかけ総選挙」

「水前寺菜」生産者

-56-



57    熊本県 山都町

山都でしかできないワクワクを！

●地域の若手農家、飲食店オーナー
等をメンバーにH29年設立。山都町
でしかできないこと、山都町でしか出
せない価値を形にする会社。

●熊本市内のホテルにて、消費地での
交流として「トワイライトマルシェ」を
開催。山都町の肉や野菜を使った料
理やジビエ等を提供。

●有名バンドのボーカルを招いた山都
町の復興応援のフリーライブをプロ
デュース。

取組概要

●「トワイライトマルシェ」では、生産者
が想いを伝え、料理人の技術を目の
当たりにする素晴らしい場となった。
50名が参加。

●復興応援のフリーライブは、全国か
ら700人以上を集客。山都町の野菜
と音楽がコラボレートした新しいイベ
ントになった。

●山都町に宿泊場所が限られることか
ら農泊事業に着手。これまでの農業
体験コンテンツとの組み合せを模索。

活動成果

株式会社 山都でしか https://www.facebook.com/yamatodesica

熊本県上益城郡山都町大平301－1 Tel: 0967-82-2200     Fax: 096-300-3492 

６次産業化農 泊

ビジネス部門

有名バンドのボーカルを招いた復興支援イベント

「ﾄﾜｲﾗｲﾄﾏﾙｼｪ」料理人と生産者

山都町の食材を使った料理

農林漁業、農村
文化体験
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58    熊本県 山都町

女性が創る農福連携！はたらく笑顔！！

●H10年設立。南阿蘇山麓の山里にあ
り、地域ブランドたまごを地元をはじ
め大消費地福岡へDay0直送で販売。

●勤続20年の女性が農場長として活躍。
後輩女性もジョブコーチ、就労支援責
任者として活躍中。

●従業員22名中、7名が障害者。障害
者職業センターの専門的助言指導の
下、社会福祉法人等と連携し、日常
生活習慣・体調管理指導、作業の標
準化、職場実習等実施。

取組概要

●自社鶏糞の有機堆肥化に取組中。
H30年度に遊休農地7,676㎡取得し、
自給飼料用マリーゴールド栽培を開
始。乾燥粉砕後、鶏に給餌し、「地域
自給飼料で育った鶏卵」として地域ブ
ランド化を目指す。

●H30年度は、臨機応変な対応が不得
手な障害者向けに作業手引書を作
成。職場実習を7名に対して行い、こ
れまでに5名を新規雇用。

活動成果

蘇陽農場 熊本県上益城郡山都町大野115-1 Tel: 0967-83-1286    Fax: 0967-83-0174 

雇 用

コミュニティ部門

復 興 農福連携

蘇陽農場は南阿蘇山麓の山里にあります

個性豊かな欠かせない人財

自給飼料用マリーゴールド

HP http://www.soyo-tamago.com/ FB https://www.facebook.com/soyo.nojo/
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59    熊本県 芦北町

WARABITOプロジェクト

●芦北町おいて、諏訪神社例大祭で行
われる伝統の「わらび餅」奉納が、人
口減少と担い手の高齢化によりわら
びの根掘りや粉作りが負担となり、
その存続が危惧されていた。

●地域の高齢者と高校農業科の生徒
で、H26年より耕作放棄地を活用した
わらび栽培と「わらび粉」「わらび餅」
の製造販売に着手。

取組概要

●住民の義務的作業になっていたわら
び根栽培を、高校生と共同し収穫祭
としてイベント化。地域内外で、楽し
みながら体験できる行事へと昇華。

●奉納される諏訪例大祭にて、神社境
内でわらび餅を販売。新たな特産品
として沢山の方々に喜んで頂いた。

●高校生においても地元の大切な行事
として継承され、活動を通し地元へ
の愛や誇りなどを培う機会にもなっ
てきている。

活動成果

NPO法人みさと
熊本県葦北郡芦北町大字天月1137番地 Tel: 0966-84-0500   Fax: 0966-84-0555  

コミュニティ部門

環境・景観保全 伝統の継承 教育機関との連携

わらび根を掘り起こしている様子 採取したわらび根から粉を作る過程
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60    熊本県 芦北町

このままでいいの日本！環境に人に拘って

●H19年法人設立。障がい者の受け皿
として就労訓練事業に着手。H23年
就労継続支援B型事業所となる。

●耕作放棄地7haを借受け、整備。農
薬・化学肥料不使用の砂糖黍を栽培。
添加物不使用の黒糖を製造し、食べ
る黒糖、パウダー等に加工販売。

●荒廃竹林を整備。筍販売、竹炭・竹
酢液、竹をパウダー化した竹堆肥を
製造販売。園児の食育体験も実施。
地域サロンをH30年に開設。

取組概要

●水俣病公害被害地で、環境・自然に
こだわり続け、子供達に体験を通し
て安心安全な食や水俣の教訓を学
ぶ場の提供ができている。

●精神障がい者等にとって、自然と向
き合う農業が癒しとなり治療の一助
となっており、効果は大。

●障がい者等の社会的弱者が率先し
て取り組んでいることが、障がいの
無い人との共生社会を創出している。

活動成果

ＮＰＯ法人ばらん家
熊本県葦北郡芦北町大字佐敷443番地79 Tel: - Fax : 0966-82-4990 

環境・景観保全 食育・教育 農福連携

コミュニティ部門

地域サロンにて本の読み聞かせ 除草作業のがんずめ押し

放棄地竹林整備
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61    熊本県 芦北町

先人が守り育てた山林を未来に受け継ぐ

●水俣芦北地域の自伐林家など会員
25名で構成。近年需要が高まってい
る早生樹センダン植林地を広めるた
め、視察、講習会、植栽を推進。

●H15年から産直住宅を推進。会員と
設計事務所、工務店等が連携して年
2回｢産直住宅・山ツアー｣を開催。

●地元林業科の高校生に対する間伐
や高性能林業機械操作等の技術指
導を通して林業の魅力を発信。

取組概要

●センダンの累計植栽面積はH28年度
の約1.5haからR元年度には約12ha
まで広がり、3年間で約8倍増加。

●産直住宅の施工実績は直近３年間
では12棟、累計57棟であり、安定し
た施工実績を確保。

●ここ数年の地元林業科高校生の就
業先に占める林業関係業界の割合
は3割から6割の高い割合で推移し、
担い手育成に貢献。

活動成果

芦北地域林業研究グループ
熊本県葦北郡芦北町大字芦北2670  Tel: 0966-82-2524     Fax: 0966-82-2462   

コミュニティ部門

農林漁業、農村
文化体験

企業との連携

「産直住宅・山ツアー」 高性能林業機械操作体験・指導

平成31年春のセンダン植栽地
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●普段体験することの少ない農業体験や
植林間伐作業を体験してもらうことで、
自然・農業の大切さ、水土里ネットの役
割を周知することができている。

●子供たちは「農業はおもしろそう、楽しそ
う」等、農業に対する意識の変化や、さ
らなる理解も深めてきており、リピー
ターも増加している。

●Ｈ28年に、当土地改良区が維持管理す
る「幸野溝・百太郎溝水路群」が「世界
かんがい施設遺産」に登録された。

●農地や水路等の歴史と役割、それら
を維持管理している土地改良区につ
いて普及啓発を推進。

●地域住民や子供たちが農作業体験
を通じ､農業・農業用水について学ぶ
｢田んぼの学校」､植林等の体験学習
を通じ､農業用水と水源林の関わり
を学ぶ｢森林の学校｣を毎年実施。

●地元のｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ団体の会員とし
て、土地改良施設を活用し、ｶﾇｰ等
での水路下りや隧道体験を実施。

62    熊本県 湯前町

世界かんがい施設遺産の里で学ぶ！

取組概要 活動成果

幸野溝土地改良区
熊本県球磨郡湯前町2065番地 Tel :0966-43-2062   Fax :0966-43-7155

コミュニティ部門

食育・教育 その他（地元食材
の提供・活用）

田んぼの学校inさがらむら 田んぼの学校inさがらむら

田んぼの学校inさがらむら

-62-



●低ｶﾛﾘｰ、高ﾀﾝﾊﾟｸのジビエ料理は､ｱ
ｽﾘｰﾄや監督達のほか､一般客からも
好評で､お取り寄せの要望も多い。

●高地ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ施設のｵｰﾌﾟﾝ後の合宿
目的の宿泊実績は4,000人泊を超え､
昨年の宿泊観光客数の3割以上。

●施設と食事、ｻｰﾋﾞｽの良さから、来
ｼｰｽﾞﾝの合宿を予約する団体もあり､
旅館側の設備投資も進むなど､地元
に大きな経済波及効果。

●H29年村開設の高地ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ施設の
運用に併せ､組合加盟の全宿泊施設
でｱｽﾘｰﾄ達にジビエ料理を提供｡

●ﾒﾆｭｰ開発はｽﾎﾟｰﾂ栄養士が基本と
なるﾚｼﾋﾟを監修。各旅館でｱﾚﾝｼﾞし、
発表会を開催。競技関係者等の評
価を受け改良。

●ジビエと併せ､使用食材を地元物産
館から調達｡組合員が鹿肉の処理･
加工施設を新設｡精肉を各旅館に卸
すほか､ｿｰｾｰｼﾞ等の加工品を開発。

63    熊本県 水上村

ジビエがアスリートを強くする！水上村

取組概要 活動成果

湯山温泉旅館組合
熊本県球磨郡水上村江代1286 Tel : 0966-46-1105 Fax : 0966-46-1106

ジビエ ６次産業化 その他（地産
地消）

コミュニティ部門

鹿肉、猪肉､地元農産物の夕食ﾒﾆｭｰ

ジビエ調理講習会

村産農産物の調達
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64   熊本県 あさぎり町

隠れ里広域連携による稼ぐ地域づくり

●旧「人吉球磨地域グリーンツーリズム協
議会」を母体としてH31年4月に当法人
を設立。農泊受入等の中間支援組織と
して活動。

●旧協議会において、単独市町村では開
催が困難なグリーンツーリズムの国際
シンポジウム、九州シンポジウムを開催。

●世代を担う子ども達への「食育教育」活
動、食をテーマにした研修・交流活動を
推進するとともに、H29年より農泊推進
事業に着手。

取組概要

●大規模な交流活動により、国内外の先
進事例に学ぶことで、地元関係者の意
識向上、広域連携の機運が醸成される
とともに、地域の魅力、資源の情報発
信にもつながった。

●食育教育活動を通し、命の教育・郷土
の文化が継承。

●地域に伝わる料理や伝統の技などを一
同に集めた「食と技の文化祭」（毎年開
催）、「郷土の家庭料理講習会」（毎月1
回開催）により食のもてなし力が向上。

活動成果

一般社団法人 隠れ里ひとくまツーリズム
熊本県球磨郡あさぎり町上南3205番地 Tel : 0966-47-0220  Fax : 0966-47-0220 

ビジネス部門

伝統の継承農 泊 食育・教育

H18年「くまもと国際グリーンツーリズムｉｎ人吉球磨」 人吉球磨”食の文化祭“

ピザ作り体験
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大分県



●世界農業遺産の認定により、住民が自
らの地域に誇りを持つきっかけとなり、
ため池やクヌギ林でのウォーキング大
会の実施や、｢両合棚田｣での大学生と
の田植交流会など、地域おこしが進展。

●聞き書きに参加した高校生から「農業に
携わりたい」等の感想が寄せられ、農林
水産業を見直す機会となっている。

●応援商品制度は、平成30年度末現在、
51企業・団体の協力が得られ、221商品
でシンボルマーク等を表示。

●平成25年5月「世界農業遺産」として認
定を受けた後、「次世代への継承」「地
域の元気づくり」の２つを柱に取り組む。

●「次世代継承」として、小学生には教材
本配布や作文コンクールを。中学生に
は、生産者等を講師とする授業や「中
学生サミット」を。高校生には、生産者
から聞き書きを行う取組等を実施。

●「元気づくり」として、特産品の販路拡大
につなげるため、シンボルマーク等を商
品に表示する応援商品制度を創設。

65    大分県 大分市

次世代につなげよう！世界農業遺産の輪

取組概要 活動成果

大分県 農林水産部 農林水産企画課 http://www.kunisaki-usa-giahs.com/
大分県大分市大手町3-1-1 Tel :097-506-3525   Fax :097-506-1757

コミュニティ部門

中学生サミットにて意見交換

オリーブ畑で説明を聞く高校生

シンボルマークと応援商品制度参加商品

環境・景観保全 伝統の継承 食育・教育
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66    大分県 佐伯市

ソウルフード “ごまだし”で佐伯を元気に！

●郷土料理「ごまだし」は、漁師が余っ
た魚を焼いてすりつぶし、ごまや醤
油と合わせて作る保存食。

●製造に手間がかかるため、郷土料理
として衰退する中、手軽に味わえる
瓶詰の製造に着手。万能調味料とし
ての活用をコンテスト参加やレシピ
集発行等を通じて魅力を発信。

●魚のさばき方から教える教室やごま
だしのワークショップ等を各地で開催。

取組概要

●積極的なPR活動により「ごまだし」は
多くの方に受け入れられ、生産が追
いつかないほど注目されるようにな
り、「ごまだし＝佐伯」の認知度向上
につながった。

●魚料理教室やワークショップでは、
「美味しい・簡単・きれい」をコンセプ
トにメニューを提案。子育世代向けに
託児所も設けて取り組み、参加者が
年々増加。

活動成果

漁村女性グループめばる https://ja-jp.facebook.com/gomadasi

大分県佐伯市鶴見1384-2 Tel: 0972-33-0274     Fax: -

コミュニティ部門

伝統の継承 食育・教育

魚をふんだんに使ったごまだしと鯛味噌

郷土料理「ごまだしうどん」

知事や市長と首都圏でＰＲ

-66-



●活動4年目。マスコミからの各種取材
及び進水式がテレビ、雑誌などで取
り上げられ、佐伯市のPRに貢献。

●佐伯市民に造船のある街としての魅
力の再認識が着実に進んでいる。

●進水式のお問い合わせを造船会社
から観光協会及び市商工振興課で
対応する運びとなり、地域としての協
力関係を構築。

●造船会社が３社あり、進水式をきっ
かけにしたまちおこしに挑戦。交流
人口と滞在時間の増加を目指す。

●進水式を見に来た観光客を、宿泊・
食事・買い物・他の観光につなげる
ため、壮大な進水式をポスター、旗、
のぼり、ﾎﾟｽﾄｶｰﾄﾞなどでアピール。

●進水式の動画や今後の日程をSNSで
紹介。H30年は３社合計で24回の進
水式があった。

67    大分県 佐伯市

造船会社が３社、進水式の回数は負けない！

取組概要 活動成果

進水式を推進する会 https://www.facebook.com/shinsuisuishin2016
大分県佐伯市城下西町 E-mail : sik9.tohno@gmail.com

コミュニティ部門

雇 用企業との連携

進水の瞬間。この瞬間をみてほしい 進水式のポスター
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68  大分県豊後高田市

花を見て、花の種でオイル生産！

●NPO法人長崎鼻B･Kネットは四季を
通じた花公園化及びキャンプ場の維
持運営を、(株)油花は花の種を収
穫・搾油、オイル製品の製造販売等
を連動して実施。

●現在約16haのひまわり・菜の花を作
付けし、耕作放棄地を再生。花の開
花時期のイベント開催などで県内外
から集客。キャンプ場周辺の畑や場
内の岬では、四季を通じた花の栽培
管理・施設管理を実施。

取組概要

●耕作放棄地に植栽した花が観光資
源となり、種子を活用した油の生産・
製造により3,500万円を売上げ。

●花公園・キャンプ場の周年利用が可
能となり来場者が増加。ひまわり・菜
の花の開花時期には九州各地から
の観光バスツアー等で年間約8万5
千人が訪れ、交流人口が拡大。

●常勤・パート等の雇用者数は年間延
べ人数で210人。

活動成果

NPO法人長崎鼻B･Kネット(株)油花 豊後高田市見目4060番地 Tel: 0978-54-2200    Fax: 0978-54-2233
HP  http://www.nagasakibana-oita.jp/ FB  https://www.facebook.com/nagasakibanabknet

６次産業化環境・景観保全 雇 用

よみがえった耕作放棄地 ひまわり畑

種を焙煎し圧搾法で搾油

ショップ販売 ｵｲﾙﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ等

ビジネス部門
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69    大分県 宇佐市

ブドウとワインの町、安心院で乾杯

●H21年設立。安心院町に適したワイン用
ブドウ品種の選定・開発を関連会社の
酒造メーカーと進め、高品質ワイン原料
を供給。

●ブドウの品質向上に伴いワインの需要
が増加。耕作放棄地等の活用でR元年
までに16haの農地を確保。生産技術を
向上させるとともに供給量を拡大。

●ブドウの安全性を確保するために、青
果物のＪＧＡＰを取得し、栽培管理を
行っている。

取組概要

●安心院町に適したブドウ品種の選定・開
発は、関連会社の高品質ワイン生産へ
つながり、多くのワインコンクールで最
高賞を受賞するなど高評価を得ている。
ワインを通して日本中に安心院町の認
知度の向上に貢献。

●食（ブドウ）の安全性を確保しつつ生産
技術向上によりブドウ生産量を拡大。
耕作放棄地が解消され、農地拡大によ
り雇用が促進されている。

活動成果

株式会社石和田産業
大分県宇佐市山本2212-2                      Tel : 0978-34-2210  Fax : 0978-34-2227 

６次産業化

ビジネス部門

環境・景観保全 企業との連携

耕作放棄地10ha造成後の矢津地区ブドウ畑

関連会社のワイナリー

ワインコンクール受賞酒
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●少子・高齢・過疎のため、これまで個
別団体だけでは難しかった活動も各
団体が相互に協力することで、復活
や継続への道筋を作ることが出来た。

●大学生とのフットパス、郷土料理を主
体としたワンコインバイキングも開催。
当り前の景色や習慣、料理も地域外
の人と交流を行うことにより「地域の
宝」として再認識することができ、住
民の自信へとつながっている。

●集落機能の低下、PTA・老人クラブ等
の活動も低迷する中、各団体が相互
に協力して問題解決に取組むため、
Ｈ21年に当協議会を設立。

●景観維持のため、史跡や名所の花
壇の手入れ、沿道の管理ができなく
なった地区への草刈の応援、耕作放
棄地への牛の放牧を実施。

●伝統文化継承のためのしめ縄つくり､
神楽の復活。交流促進のための小
学校文化祭と地域の祭りの合同化。

70    大分県 宇佐市

地域の未来 地域で考え、地域で行動

取組概要 活動成果

深見地区まちづくり協議会（事務局：宇佐市地域交流ステーション内）
大分県宇佐市安心院町矢畑442番地2 Tel :0978-44-4544 Fax：同左

その他（少子高齢
化の課題解決）

ﾜﾝｺｲﾝﾊﾞｲｷﾝｸﾞ（居酒屋）

コミュニティ部門

環境・景観保全 伝統の継承

小規模集落応援：過疎地域の沿道草刈り

花見神楽 年２回開催

桜の木の植樹 小学５・６年生
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71  大分県 豊後大野市

地域が残れば「道の駅」も残る！！

●農産物直売所、レストラン、加工品開発、
直営農場、移動販売事業や生活支援
サービス事業等を実施。

●目玉となる特産品や加工品開発に注力。
糖度が非常に高い特産の桃「クリーン
ピーチ」とその規格外品を用いた「ももソ
フト」、女性グループが米麹を用いた伝
統製法で作る「酒まんじゅう」を販売。

●直営農場で特産のクリーンピーチや金
ゴマ、トマトなどを生産。また研修プログ
ラムにより新規就農者育成と農業技術
の向上を推進。

取組概要

●「クリーンピーチ」は幻の桃として人気を
集め、「ももソフト」も年間３万個を売り
上げ。「酒まんじゅう」は、年間13万個以
上販売する看板商品となっている。

●これらの新鮮な農産物や特色ある加工
品を求め、年間45万人が来場。地域の
重要な集客施設に成長。また雇用者数
は36名。地域の大きな雇用の場とも
なっている。

●都市住民を招いた体験農園や「酒まん
じゅう」の体験教室の開催など、地域や
農業への理解を促進。

活動成果

有限会社清川ふるさと物産館夢市場 http://mitinoeki-kiyokawa.com/06.html
大分県豊後大野市清川町砂田1574番地1    Tel : 0974-35-2117  Fax : 0974-35-2130 

６次産業化

ビジネス部門

農林漁業、農村
文化体験 伝統の継承

道の駅きよかわ内直売所「夢市場」内観

人気商品酒まんじゅう

特産のクリーンピーチ
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72    大分県 由布市

いちごビネガーで６次産業化から農泊交流へ

●室小野地区の出荷出来ないいちご
の加工品作りを進め、H28年に料理
専門学校のパティシエと試行錯誤の
うえ、「いちごビネガー」が完成。

●「ゆふ食の笑談会」に出展。大賞受
賞をきっかけに地区の6戸で会を発
足し商品化。H30年に地区内の空き
家を活用した加工所が完成。

●会のメンバー４戸が農泊会員。農泊
受入時に、体験や食事を提供する施
設を加工所の空き部屋を利用し開設。

取組概要

●商品名・デザイン・容器等は会員が
協議。市内の道の駅・地域の祭りや
イベントで販売。製造本数はH29年
1,000本、加工所が完成したH30年は
3,000本。いずれも完売。取引先も
H29年の5社からR元年は20社に拡
大し、製造本数も5,000本に拡大。

●農泊客向けの体験施設は、室小野
地区の集会や食事会等地域の交流
の場としても活用。地区に活気がで
たこともあり、都会から2世帯が孫を
連れてＵターン。

活動成果

むろおの会
大分県由布市庄内町五ヶ瀬１４８４番地２ Tel:  - Fax: 097-578-8422  

コミュニティ部門

農 泊
農林漁業、農村
文化体験 ６次産業化

商品名「ゆふいちごの恋ビネガー」 イベントでの販売

交流施設「むろおのDoor]

-72-



●ＧＩの認証を活用し、会全体で七島藺
価格の見直しを行い、個々の農家で
は出来なかった価格引上げを実現。

●Ｕターン新規就農者支援の機運が高
まり、国東市朝来地域では地域の
人々がＵターンの生産者を支援する
仕組みが動き出した。

●前回の東京オリンピックまで使われ
ていた元祖柔道畳を２０２０東京オリ
ンピックの公開競技などに使ってもら
えるようＰＲしたい。

●畳の需要減、生産者の高齢化等に
より、産地消滅の危機を迎えた豊後
特産の七島藺を地域産業として再生
させるため、当会をH22年に発足。

●七島藺の魅力を発信するため、物産
展等のｲﾍﾞﾝﾄに参加。ﾒﾃﾞｨｱを通じて
PR。｢世界農業遺産認証品｣の認証
を受け、農水省の｢地理的表示保護
制度｣の登録をH28年12月に取得。

●七島藺畳の文化的価値を文化財修
復に携わる国、県、市町村にＰＲ。

73    大分県 国東市

儲かる七島藺で田舎に人を呼び込もう

取組概要 活動成果

くにさき七島藺振興会
大分県国東市安岐町富清3209番地 Tel :0978-65-0800  Fax : 050-3444-2916

移住・定住伝統の継承 企業との連携

ビジネス部門

他団体とも積極的にコラボ

関連機器の保守、改良事業

「ものづくり巧の技」展でのＰＲ
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宮崎県



●梅園の造成で大淀川源流の集落の
過疎化対策と景観保全・自然保護に
貢献。周辺にも植林が進展。

●H5、H9、H14、H29年にNHK等で全国
報道。多くの顧客を確保。無添加の
梅加工品が高く評価。発送商品の緩
衝材として、自家生産の有機野菜を
送付。有機栽培の良さを全国に発信。

●当社の梅干が、Ｈ30年度一般社団
法人食品産業センターの「本場の本
物」に「都城盆地の鶯宿梅梅干」に認
証。

●S37年より梅の有機栽培に着手。S48
年頃から加工販売に取り組み。H元
年より大淀川源流域で梅園を拡大。

●梅の栽培は有機肥料主体で、徹底し
た草生栽培で土作り。青梅は伝統の
無添加により梅干、梅肉ｴｷｽに加工。

●H5年以降、取組が度々全国報道。
報道を見た大根占町の梅生産者グ
ループから要請を受け有機栽培を指
導。青梅を買い取る等支援。

74    宮崎県 都城市

祖母が守ってきた日本の農業と加工法

取組概要 活動成果

有限会社 徳重紅梅園 http://www.koubaien.com/
宮崎県都城市平塚町9825番地 Tel :0986-22-6325   Fax :0986-22-2809

６次産業化

大淀川源流傾斜地に広がる、２５年生の梅園 草生栽培の草刈り。年に6～8回行う

大根占生産組合の発足会

ビジネス部門

環境・景観保全 伝統の継承
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75    宮崎県 延岡市

農泊事業によるインバウンド誘致

●延岡市内の宿泊施設はビジネスホテ
ルが中心で、一般的な観光ツアーに
対応できるホテルが少ないのが現状。

●誘客の拡大、未来のリピーターの創
出に向け、修学旅行誘致を目標に民
泊事業を推進。当協議会は農泊家
庭、農家レストラン、体験インストラク
ター等65名を構成員としてH29年に
設立。農泊家庭の拡大や体験メ
ニューの検討、誘致活動を実施。

取組概要

●農泊家庭は19軒。H30年は延岡市初
となる海外（台湾）からの修学旅行生
32名を農泊をコンテンツに受入。

●インバウンド受入数はH29年20名、
H30年は78名。宿泊数はH29年175
名、H30年300名であり、インバウンド
誘致により宿泊数は大幅に増加。

活動成果

延岡ふるさとツーリズム協議会 http://tourism-nobeoka.jp/

宮崎県延岡市東本小路131-5 Tel: 0982-29-3835     Fax: 0982-29-3835  

コミュニティ部門

農 泊 農林漁業、農村
文化体験

その他
（インバウンド）

台湾からの修学旅行生と農泊家庭の皆さん
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76    宮崎県 日南市

障がい者を含め多くの人が集う農業を目指す

●代表は、農家名のオムニバス（集合
体）のとおり、雇用により多くの人が
従事する農業を目指し、H27年に就
農した青年農業者。

●自作地及び耕作放棄地の再生によ
り水稲、水田ゴボウ等の生産に着手。
ゴボウの収穫作業等を地元の就労
継続支援事業所に作業委託。

●通年就労できるよう水稲をオクラに
転換。裏作借地でゴボウを拡大。

取組概要

●障害者は、単純な作業を一生懸命
行ってもらえる大事な戦力であり、農
家の規模拡大（H27の1.5haからR元
は8ha）に貢献。

●利用者は楽しく作業に従事。年間を
通して就労の場が確保されたことに
より、工賃向上に結びついている。

●農家の規模拡大で利用者はH27年
の3人からR元年は7人に増員。支援
員も 1人から2人に増員。

活動成果

OMUNIBUS（ｵﾑﾆﾊﾞｽ）
宮崎県日南市大字東弁分甲1037-1 Tel:  - Fax:  -

ゴボウの間引き作業

耕作放棄地活用しゴボウ作付

小型ハウスでのオクラ栽培

環境・景観保全 農福連携 学生、若者の活躍

ビジネス部門

-76-



77    宮崎県日南市

●H9年、直売所がオープン。同施設の
管理運営協議会が母体となって当社
を設立。全株主27名は地区住民。

●道の駅で販売する人気商品「草だん
ご」の原料のよもぎは全て地元産、
食堂で提供する米も「坂元棚田」産を
用いるなど可能な限り地元産にこだ
わり販売。

●「雇用は地元から」との方針で、駅長
を含め道の駅スタッフ全員が女性で、
その殆どが地元雇用。

取組概要

●人口約1,000人、高齢化率50%を超え
る中山間地の道の駅に毎年約20万
人が訪れ、売上も1.6億円程度で安
定し、地区に活気が戻った。

●地元雇用は、所得の向上はもとより、
地元愛が強い住民が働くことで道の
駅や地区の活性化につながった。

●女性主体の職場は、気配りとおもて
なしで和やかな雰囲気。高齢者が生
涯現役で地域活動にも大きく貢献。

活動成果

酒谷むらおこし株式会社（道の駅酒谷） http://michinoeki-sakatani.com/
宮崎県日南市大字酒谷甲1840番地4 Tel : 0987-26-1051 Fax : 0987-26-1053 

地域の底力！住民が支える村づくりの拠点

コミュニティ部門

環境・景観保全 雇 用 高齢者の活躍

茅葺屋根と自在カギが目印

売上2千万円以上の草だんご道の駅酒谷（奥）と「赤そば」を植栽した沿道
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78 宮崎県 小林市

ジビエ6次化産業！

●ジビエを活用した6次産業化に取り組
むため、H27年に当社を設立。ジビエ
加工品の製造販売に着手。H31年3
月に解体場等を整備、取組を本格化。

●ジビエ肉が食物アレルギー患者に有
効とのことから、アレルギー改善効
果のある乳酸菌を配合したレトルト
食品を開発販売。

●鹿肉のジャーキー、スペアリブ等を
ドッグフードとして製造販売。

取組概要

●猪、鹿、穴熊の3つのジビエに乳酸菌
（加熱乳酸菌）を配合して作った「ライ
フジビエカレー」の商品化。

●現在、精肉、「ライフジビエカレー」、
ドッグフードを製造販売。来年よりジ
ビエ燻製、鹿節、ジビエ煎餅を製造し、
ジビエのＰＲに務めたい。

●ジビエの買取が可能な猟友会員は
小林市、えびの市、高原町において
計470名であり、コミュニケーションを
取り、その意見を把握していきたい。

活動成果

株式会社 サンライフ http://sunlifemiyazaki.com/genmai/

宮崎県小林市野尻町三ケ野山4249番地 Tel: 0984-44-3999    Fax: 0984-44-1999 

鳥獣被害防止 ジビエ

加工工場 315㎡ ライフジビエカレー

ビジネス部門

解体処理工場 126.5㎡
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79    宮崎県 綾町

綾町の自然共生理念を世界へ

●H27年設立。自然生態系農業の町と
してのブランド力を高めるため、自然
と食と身体はつながっていることを座
学や調理実習で学ぶ「食養講座」を
開催。薬膳のお弁当や農作物の加
工品を開発。

●シュタイナー教育に取り組む関東の
２校の農業実践のカリキュラムを綾
で出来るよう誘致。１０軒ほどの農家
と自然農体験合宿を進めている。

取組概要

●「食養講座」や薬膳のお弁当等の材
料に綾産の野菜を使い、町の物産館
の販売促進に貢献。

●自然との共生をテーマにした町の文
化の１つとして神楽の復元に着手。
これらの取り組みが評価され、経済
産業省の観光マスタープラン整備事
業の計画作成に参画。

活動成果

綾結い学アーカイブス https://goudaminoru.jimdofree.com/ https://mikiko-gouda.jimdofree.com/ 

宮崎県東諸県郡綾町大字南俣303-4 Tel: 0985-65-5103    Fax: 0985-77-2238

食養講座の座学風景

食養講座の調理実習

夏休みの体験農業研修

農林漁業、農村
文化体験 伝統の継承 食育・教育

コミュニティ部門
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80    宮崎県 綾町

綾町の生態系共生理念を世界へ

●薬局を経営する中で現代の食の問題に
直面。薬に頼らない病気の改善の手法
を模索。漢方医学や郷土食の研究を通
じて独自の食養理論を構築。

●素材そのものの安全の必要性から自然
農法を用いた農園を経営。薬局を半分
解体し薬膳料理店を作り、食事改善の
指導の場としている。

●日本人に適している食の在り方を啓発。
長年に渡り県内外で食養講座を開催。

取組概要

●自然との共生の重要性に気づき、農業
の手法だけでなく自然保全や生態系の
秩序を守ることの大切さを痛感し、綾の
森の世界遺産運動を提唱。町のユネス
コエコパーク選定のきっかけを作った。

●自然と共生する綾の理念とともに生きる
中、いのちを見つめることの大事さを痛
感。その道を歩くこと40年。現在は全国
中でその人生の軌跡を含め講演してい
る。

活動成果

郷田美紀子氏 https://mikiko-gouda.jimdo.com/
宮崎県東諸県郡綾町大字南俣303-4    Tel : 0985-77-0045  Fax : 0985-77-2238 

農林漁業、農村
文化体験 伝統の継承

個人部門

食育・教育

自然農体験の様子 月1回の食養講座の様子
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81   宮崎県 西米良村

米良いとまき大根による村の元気づくり

●H23年設立の女性グループ。米良糸
巻大根・ゆず等を使った漬物、うめぼ
し、よもぎ団子等の加工品を製造。

●また煮しめ、山菜おこわ、お寿司、お
はぎ等総菜を村内外のイベントで販
売。毎週火曜日に弁当販売も実施。

●原材料は、原則村内で生産されたも
のを使用。米や野菜は会員が生産し
たものを買上げ。梅とシソは、未利用
農地で共同の管理・収穫を実施。

取組概要

●加工品等の製造販売活動、イベント
への参加など高齢者・女性の活躍に
より村のスローガンである「生涯現
役・元気村」を体現。

●米良糸巻大根は西米良村の伝統野
菜であり、加工品ができたことで利用
の幅が広がり、生産も拡大。

●原材料の会員からの買取りや共同
栽培で、農地の維持、農家の所得向
上にも繋がっている。

活動成果

【問合せ先】西米良村農林振興課
宮崎県児湯郡西米良村大字村所15番地 Tel: 0983-36-1111    Fax: 0983-36-1207 

６次産業化伝統の継承 高齢者の活躍

コミュニティ部門

催事での物販 視察対応

中学生と作成した商品ラベル
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82    宮崎県 椎葉村

～山は友達・命の源～

●H20年設立。様々な職種、年代で構
成される14名で活動。究極の自然農
法「焼畑」の継承のため、組織的な
焼畑の取組や地元小学校の焼畑体
験学習など各種普及活動を実施。

●地元の桑の葉やよもぎを使ったお茶
商品、雑穀を活用したクッキー等の
加工品を開発。村内外の各種イベン
ト等で販売。

●体験・交流施設を開設し、焼畑やソ
バ打ち等の体験プログラムを提供。

取組概要

●設立時に代表のみが行っていた「焼
畑」は、村内のみならず熊本県水上
村にまで広がった。椎葉村を含む高
千穂郷・椎葉山地域の世界農業遺
産認定の大きな評価要素となった。

●商品販売額は右肩上がりとなってお
り、地元資源のＰＲ及び経済効果の
創出に繋がっている。

●体験・交流施設の利用人数は右肩
上がりとなっており、地区内の活性
化に繋がっている。

活動成果

焼畑蕎麦苦楽部 https://www.facebook.com/yakihatasoba/

宮崎県臼杵郡椎葉村大字下福良1739番地7 Tel:0982-67-5516   Fax:0982-67-5516  

コミュニティ部門

農林漁業、農村
文化体験

環境・景観保全 伝統の継承

焼畑農業のサイクル 地元原料を使った焼菓子

小学校の焼畑体験
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83  宮崎県 高千穂町

高千穂の食を伝えよう！食でつながろう！

●夜神楽うどんや豆腐、こんにゃくづくりな
ど郷土料理教室や食文化体験イベント
の指導役を努めるとともに、旅行会社
やＪＡ、料理教室からの視察研修を積
極的に受け入れ。

●ＪＡ出荷の規格外品を用いたネギ万能タ
レやトマトケチャップ、キンカンのドライ
フルーツ、ゆず胡椒などの開発、販売。
食品会社との連携によるトマト等を用い
たレトルトカレー、老舗菓子店との連携
による米粉やキンカン等を使った饅頭、
プリン等製造販売。

取組概要

●郷土料理教室、体験イベントは年間845
人（H30）を集めるほか、児童や親を対
象とした米粉を使ったピザやパン、ドー
ナツづくり、保護者対象の味噌づくり教
室も開催し、食育を推進。

●加工品の売上げは年々増加。R元年は
13百万円を見込む。

●饅頭や金柑ドライフルーツ等のパッケー
ジデザインは高千穂神話にこだわり、
観光客のお土産品として、道の駅など
で好評を得ている。

活動成果

高千穂町役場農林振興課
宮崎県西臼杵郡高千穂町三田井13番地 Tel : 0982-73-1208  Fax : 0982-73-1228 

ビジネス部門

伝統の継承 食育・教育 企業との連携

食のイベント こんにゃくづくり体験

味噌づくり教室

「高千穂皇賀玉（おがたま）饅頭」
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84   宮崎県 高千穂町

みんなで作る尾谷の未来 上川登集落協定

●集落内外の30人1法人で構成。H17
年に共同たい肥舎を建設。2名1班で
3週に1回の切り返し作業を共同で行
い完熟たい肥の生産を開始。

●H21年に無人の直売所を開設。集落
内の高齢者を中心に26名の出荷者
が野菜や加工品等を持ち寄る。

●H22年より特別栽培米に取り組み、
「神話の高千穂棚田ヒノヒカリ」として
全国販売。神楽や秋の彼岸の結願
に行われる結願相撲を継承。

取組概要

●たい肥づくりは過去2回「県たい肥共
励会」で優良賞を受賞。たい肥舎は
協定のシンボルとなっており、内外
からの視察も多い。

●直売所は2人1組が1週間のローテー
ションで毎日管理。毎年100万円以
上を売上げ、女性部の連帯と活気に
繋がっている。

●毎年12月第2週に行われる神楽や9
月の彼岸の出の日「結願」に行われ
る結願相撲により村の精神を継承。

活動成果

上川登集落協定 https://www.facebook.com/otaninomirai

宮崎県西臼杵郡高千穂町大字三田井5122-3 Tel: 0982-76-1354  Fax: 同左

コミュニティ部門

環境・景観保全 伝統の継承 高齢者の活躍

直売所「まつぼり」

女性部によるぼかし作り

米商社を招きＰＲ
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85   宮崎県 五ヶ瀬町

あなたに届け「四億年のめぐみ」

●自社農園で加工調理専用トマト栽培
に着手。無添加のトマトソースを開発。

●ジビエの有効活用として、ワインに合
う加工品開発に取り組み、ジビエ入
りのオリジナルトマトソースを開発。

●ソース製造で培ったイタリア料理の
知識を活かし、地域食材を使った料
理教室を開催。食事が楽しめる一日
一組限定の宿泊施設を運営。

取組概要

●高冷地ならではの食べれる加工調
理トマト栽培に成功。高品質な商品
作りが認められ、大手企業のOEM生
産を受託。

●自社栽培農産物は平成の名水百選
「4億年の雫妙見神水」で育てている
ので「四億年のめぐみ」と商標登録。

●宿泊施設には、県内外の家族連れ
が訪れるようになった。これらの取組
により新たに移住者２名を雇用。

活動成果

㈱藤木石油店・ぎおんアグリママ http://corasita.jp/mama/

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町大字鞍岡1473-18  Tel: 0982-83-2017 Fax: 0982-83-2957 

６次産業化農 泊
その他（女性の活

躍）

コミュニティ部門

オーベルジュcorasitaの料理体験風景 オリジナルトマトソー
ス～トマトとジビエ

四億年のめぐみﾞトマト
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86  宮崎県五ヶ瀬町

進化した複合型農林業システムで地域づくり

●地元の自然や資源などを最大
限に活かして、農林業、エコツー
リズム等を合わせた取組を行い
活性化を図っている。

●集落ボランティアセンターでは、
世界農業遺産の高千穂郷、椎
葉山地域の集落支援や熊本地
震災害支援も実施。

取組概要

●季節に応じた子どもを対象とし
た自然体験のイベントを年間26
回開催し、延べ1,000人以上が
参加（H30）。

●集落支援ボランティアは、熊本
地震発生年のH28では延べ
1,700人を派遣。

活動成果

特定非営利活動法人 五ヶ瀬自然学校 http://www.gokase.org/

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町大字鞍岡6452番地乙 Tel: 0982-73-6366     Fax: 同左

コミュニティ部門

６次産業化 食育・教育 その他（エコ＋グ
リーンツーリズム）

夏休み6泊7日子ども探検キャンプで沢登り

フットパスツアー／宮の原

伝統の焼畑で雑穀栽培／椎葉村
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鹿児島県



87   鹿児島県 枕崎市

枕崎漁港に隣接、新鮮・美味・豊富

●水産物消費拡大のアンテナショップ、
消費者ニーズの把握と付加価値の
高い水産物や加工品の開発、情報
交換の場としてH4年開業。販売施設
とレストランからなる。

●枕崎ブランド鰹「ぶえん鰹刺身」や地
域特産品の鰹節などを販売。「鰹の
わら焼きタタキ作り体験」を提供。

●外国人旅行客獲得に向け、ﾎｰﾑﾍﾟ-
ｼﾞの多言語化やリーフレットを作成。

取組概要

●地域の特産である鰹を利用した「わ
ら焼きタタキ作り体験」の提供により
鰹の消費量が増えるとともに、それ
を目当てに来る国内外の観光客が
増加。

●今後は地魚を活用したメニューの開
発や販売など国内外観光客誘客に
繋がる事業を手がける。

活動成果

枕崎お魚センター http://makurazaki-osakana.com/

鹿児島県枕崎市松之尾町33-1        Tel:  0993-73-2311   Fax: 0993-73-2359 

わら焼きタタキ作り体験

ホームページの多言語化

作りたてのかつおのタタキを食す

農林漁業、農村
文化体験 伝統の継承

ビジネス部門
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●滞在型のため、ツル観察センターや
武家屋敷の外国人観光客も増加し、
地域全体に経済効果が出てきている。

●受入農家はタブレットを導入し、翻訳
ソフトの活用により、言葉の不安は
和らいでいる。

●H30年のｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ農泊は450人。農
泊を希望するFITが増加し、香港、台
湾、中国、マレーシア、シンガポール、
フランス、アメリカと受入国は拡大。

●H26年から、海外旅行商談会に参加。
農泊･ツル･武家屋敷での着物茶道
体験をｾｯﾄでＰＲ。台湾等の団体ﾂｱｰ
を農泊で受入。香港線のLCC就航に
伴いFIT向けの申込ﾌｫｰﾑ立ち上げ。

●H23年から修学旅行生を農泊受入。
行政･ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ機関･農家が連携し
受入拡大。Ｈ30年の受入数は2千人｡

●留学生等による観光資源調査。受入
農家はﾀﾌﾞﾚｯﾄ活用で多言語対応。

88   鹿児島県 出水市

観光と連携し、田舎にインバウンドの風を

取組概要 活動成果

出水市シティセールス課国際交流室 https://nohaku.net/council/council-955/

鹿児島県出水市緑町1-3 Tel :0996-63-4059 Fax : 0996-63-1331

農 泊

農家向けのタブレット研修、高校生も協力 みかん収穫は出水の人気体験

農家での夕食は、鹿児島の田舎料理

その他（インバウ
ンド）

コミュニティ部門
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89   鹿児島県 指宿市

農産物「さつまいも」で地域おこし

●農漁山村資源の再発掘による地域
経済の向上と地域間のネットワーク
強化による集落維持の仕組みづくり
を行うため当協議会をH27年に設立。

●指宿市が発祥の地である「さつまい
も」を利用し、さつま芋ペーストを使っ
たアイスキャンディ等を商品化。

●鰻温泉のスメ蒸気を使った地元季節
野菜とイモ料理提供など地域資源を
核とした交流イベントを開催。

取組概要

●「さつまいもアイスキャンディー」や当
協議会主催のレシピコンテストで受
賞した「２色ダンゴ」その他の商品開
発を行うことで、これらの地元事業所
での製造に結びついた。

●スメ蒸気による地元季節野菜の料理、
ソラマメ・スナップ収穫体験などを提
供した交流イベントには、市内外から
多くの方が参加。１次産業従事者に
よる３次産業への意識変革と地域全
体に経済効果に繋がった。

活動成果

いぶすきの農漁村力協働推進協議会
鹿児島県指宿市湊2-5-33       Tel: 0993-22-3252     Fax: 0993-22-3884

コミュニティ部門

農林漁業、農村
文化体験

収穫体験ツアー参加者に天然カマドで蒸したソラマメを提供
さつまいもペーストを
使ったアイスキャンデー

グリーンピース収穫体験ツアー
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●共同出荷により、野菜が「売れる」こ
とで、生きがいや健康づくり・所得向
上へと結びついた。また買い物難民
の解消、高齢者の見守り等の役割も
担い、支えあい助け合う地域づくりの
発展に寄与。

●交流人口は年々増加傾向。交流施
設の利用者数は年間6千人。大学の
音楽サークルとの交流や多彩な体
験受入等で、180人足らずの集落に
多くの子どもや若者が滞在・交流す
ることで、活気が戻った。

●高齢者送迎事業への取組みを契機
に、H25年に地区住民全員でNPOを
設立。農作物の共同出荷をH27年か
ら実施。出荷者から集荷、10km離れ
た直売所に出荷。帰り便を活用して
直売所の商品を届ける買い物サー
ビスや高齢者の見守り等を実施。

●体育館やピザ窯、研修宿泊施設等を
備えた旧小学校跡の交流施設を拠
点に大学の合宿、棚田散策や米作り
体験等を受入。秋祭りでは、農作物
の販売や石窯ピザ体験などで交流。

90   鹿児島県 日置市

農業と暮らし。創造性あふれる村づくり

取組概要 活動成果

日置市役所 農地整備課
鹿児島県日置市伊集院町下谷口1960番地1 Tel :099-273-2111 Tel :099-273-8877 

高山地区を代表する棚田「尾木場」

集荷の様子。見回りや買物支援も

大学生のｺﾝｻｰﾄ。地元住民の憩い

高齢者の活躍
農林漁業、農村
文化体験

学生、若者の活躍

コミュニティ部門
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91  鹿児島県 日置市

繋ぐ農村の未来！創造性あふれる村づくり

●「働く場（田・畑）と暮らす場（集落内
の道路、公園）」をみんなで保全・改
善。農道沿いのアジサイ等植栽。

●イチゴが特産品。既存の農家が新規
就農者を徹底的に指導。幼稚園児と
小学生を対象にイチゴの収穫体験や
郷土銘菓の協力のもとイチゴ大福の
加工体験も実施。

●構成員全員対象の自主研修のほか、
積極的に他団体の研修を受入れ､意
見交換。役員は性別・年代別に選出。

取組概要

●農村は、働く場と暮らす場を切り離す
ことはできないとの考えが定着。農
業者も非農業者も活動に参加。

●新規就農者への徹底的な指導によ
り毎年1～2名が就農。イチゴの体験
学習では、農業の役割や当地域のイ
チゴ栽培の歴史なども学習。

●活発な研修活動により活動への理
解が深まるとともに、役員の性別・年
代別選出により、女性や今後を担う
若手の意見が活動に反映。

活動成果

日置市役所産業建設部農地整備課
鹿児島県日置市伊集院町下谷口1960-1 Tel: 099-273-2111    Fax: 099-273-8877 

コミュニティ部門

環境・景観保全 教育機関との連携

標語を記載した看板 地区外の人にも活動をアピール

イチゴの苗づくり

イチゴの収穫・加工体験
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●加工品を含めた農業出荷額は
約2,400万円から約1.8億円に増
加（H26～H30）。農作業の受託
により、農家の負担軽減や耕作
放棄地防止に貢献。

●開業後５年で障がい者40名を
含む60名の雇用を創出。6次産
業化を進めることで1年を通した
仕事を創出。

●農場での野菜生産や施設での
農産物加工に取り組み、障がい
者を多く雇用。地域の農家の人
手不足解消のため農作業を受
委託。

●高床式栽培施設の導入や地元
スーパーと共同で惣菜工場を建
設するなど農福連携や6次産業
化に向けた取組を積極的に展
開。

92 鹿児島県南さつま市

6次産業化＋福祉で地方の問題を解決！

取組概要 活動成果

株式会社 南風べジファーム http://www.nanpuu-vege.com/
鹿児島県南さつま市金峰町高橋3075-35 Tel :0993-77-3932 Fax :0993-77-3933

６次産業化雇 用

ビジネス部門

農福連携

ベビーリーフの高床式砂栽培

隣地の空き工場を改修
して総菜加工に着手。

人手のいる高菜の収穫作業の様子
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93  鹿児島県南さつま市

完熟きんかん等を使った加工品の開発の取組

●薩摩半島南端の温暖な地で百年３代続
く柑橘農家。長年栽培していた温州み
かんをきんかんに切り替え、樹上で完
熟させる「完熟きんかん」を出荷。

●H8年に県の工業クラブの異業種交流会
に入会。異業種のつながりの中で金柑
の種を取る技術を確立し、県内産黒糖、
さつまいも発酵酸味液を使用した金柑
ジャムを製造、商品化。

●地域資源の不知火、たんかん、甘夏、
河内晩柑でジャム・マーマレードの商品
を開発。

取組概要

●H27年からシンガポール、マカオ、台湾
へのジャムの輸出を開始。輸出量は
H27年の300個からH29年には3,000個
に増加。

●６次産業化の県内先駆者として、研修
会や現地検討会等で体験発表を行うな
ど助言者として後進の育成に寄与。地
元中学校の職場体験も受入。

●地元の有機生産組合からの依頼による
有機ジャムの受託加工、トマトやマン
ゴーの生産法人からの受託加工に取り
組み、地域の6次産業化に貢献。

活動成果

有限会社清木場果樹園 https://seikoba.jp/
鹿児島県南さつま市加世田津貫10660番地 Tel : 0993-55-3260  Fax : 0993-55-3261 

６次産業化

ビジネス部門

金柑ジャム(左上)とその他のジャム

旧小学校跡地利用の加工場

加工の様子

輸 出
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94  鹿児島県志布志市

地域と共に力強い茶生産～鹿児島堀口製茶

●現在、系列農家約40軒とともに合計で
270haの茶園を管理。IPM農法とスマー
ト農業を掛け合わせ、化学農薬に頼ら
ない安心・安全な茶葉の生産を確立。

●和食レストランを運営し、お茶を食べる
文化も提案。自社生産のお茶を使い、
四季折々の内容で料理を提供。

●地元小中学校の社会科見学の受け入
れ、お茶の淹れ方教室、ほうじ茶の手
作り焙煎体験に加え、茶摘み体験がで
きる新茶祭りなどを実施。

取組概要

●全ての契約農家がレインフォレスト認
証・ASIAGAP認証を取得。また、3年前に
碾茶工場も新設し、地域の雇用に貢献。

●和食レストラン・茶音の蔵（さおんのくら）
は地元のリピーターはもちろん、観光ツ
アーなどの食事場所としても人気を得
ている。

●社会科見学受入で子ども達に地元の産
業（お茶）について慣れ親しんでもらっ
ている。お茶の淹れ方教室などで関西
方面等の団体客に鹿児島茶をアピール。

活動成果

鹿児島堀口製茶有限会社 https://www.horiguchiseicha.com/
鹿児島県志布志市有明町蓬原758 Tel : 099-475-0931 /FAX:099-475-1976 

６次産業化

ビジネス部門

農林漁業、農村
文化体験 食育・教育

茶畑戦隊チャレンジャー（ＩＰＭ農法） 新茶茶摘みイベント

茶音の蔵 夏料理の一例
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95  鹿児島県南九州市

頴娃の農ある暮らしを観光資源に

●商工会を母体とした団体。若手農家
と協力し茶畑に囲まれた景勝地・大
野岳においてお茶をテーマにした観
光誘致をH28年より推進。

●改修した空き家を農業観光の拠点と
して、農家がアテンドする畑での収
穫体験や食事などを組み合わせた
「畑旅」を実施。

●旅行会社とタイアップした着地型観
光商品を造成・販売。

取組概要

●農業地帯を訪れる観光客が増え、体
験者が作物や加工品を購入する流
れができ、農家の所得が向上。

●若手農家による、ニーズが高まりそう
な作物導入や廃棄処分していた農
作物を活用した土産品作りができた。

●豊かな農風景やそこで働く農家の魅
力を商品化することができ、頴娃の
観光地としてのポテンシャルを上げ
ることができた。

活動成果

ＮＰＯ法人頴娃おこそ会 https://ei-okosokai.jimdo.com/
鹿児島県南九州市頴娃町別府503-4   Tel: 0993-38-0160     Fax: 0993-38-2721 

コミュニティ部門

農 泊 移住・定住 ６次産業化

茶畑ウオーク中（畑旅）

加工品 スイートコーン茶

NPO法人頴娃おこそ会
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96  鹿児島県 南九州市

旅と宿・農と食 頴娃のお福分けプロジェクト

●旅行会社、観光協会勤務を経て4年前
に頴娃町へ移住。NPO法人に所属し、
農風景を活かし、畑を農家がアテンドす
る「畑旅（はたたび）」を実施。

●農家と連携して体験ツアーの開催や農
産物を活用した特産品開発に取り組ん
でいる。

●空家だった古民家を改装し、１日１組限
定の貸切宿(「暮らしの宿 福のや、」）

の経営に着手。宿は素泊まりで、食事
や観光は町内の他の事業者を案内。

取組概要

●栽培現場を実際に見た観光客は、農家
の想いに共鳴し、作物や加工品を積極
的に購入。イベント仕立てではなく、い
つもの現場におじゃまするというスタン
スで継続実施。

●貸切宿の利用により、１泊２日で町内を
巡り、様々な住民と交流することで地域
への愛着が増し、リピート客が増加。

●安価に滞在できる拠点ができ、観光客
や移住希望者が宿に滞在しながら地元
の方と親睦を深めることができるように
なり、移住者も出てきた。

活動成果

瀬川知香氏 https://www.fukunoya-ei.com/
鹿児島県南九州市頴娃町郡1554-1                  Tel : - Fax : -

個人部門

農 泊 移住・定住農林漁業、農村
文化体験

農業体験プログラム：「畑旅」

１日１組限定の古民家宿

瀬川知香氏
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97  鹿児島県 湧水町

地域資源の湧き水を活かした卵で地域活性化

●湧水町に地域おこし協力隊としてU
ターン。H30年に、名水百選の町をPR
するため、湧き水を鶏に与える養鶏
業を起業。

●放し飼いであり、与える餌はオーガ
ニックや自然栽培の穀物や野菜を厳
選。

●幼稚園児の卵の収穫・餌やり体験、
高齢者サロンでは卵の料理教室を
開催。祭りや屋台村等に参加し、た
まご炒飯、たまご煮込み等を提供。

取組概要

●餌には規格外等で販売できない有機
野菜・穀物の他、天然魚のアラ・タケ
ノコの切れ端等を利用するなど循環
型農業に取り組み、卵を通信販売。

●幼稚園児への体験等の提供のほか、
町内の和菓子屋（「お多福カスタード
茶大福」）、ラーメン店（「オメガ３健康
煮卵」）、和食店（「お多福たまご丼」）
と卵を用いたコラボメニューの開発に
も取り組み。マスコミに取り上げられ、
認知度が向上。

活動成果

自然放牧場 お多福たまご https://munouyaku.shop/
鹿児島県姶良郡湧水町米永779-1 Tel:  - Fax:  -

コミュニティ部門

６次産業化環境・景観保全 移住・定住

幼稚園児「命」の授業風景

高齢者サロン健康料理風景

ＴＶ取材・鶏に与える湧き水取水

個人部門
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98   鹿児島県肝付町

全ての人へ感謝をエネルギーに！

●H19年に飼育頭数16頭の和牛一貫
経営を起業。畜舎環境、餌、水など
「こだわりの牛づくり」を追求。直営の
生肉店・焼肉店を併設し、黒毛和牛
をリーズナブルに提供。

●女性従業員の産前産後・育児・介護
等の充実した休暇制度を導入。女性
の目線を積極的に活かしたメニュー
開発、SNS発信など。

●完熟牛糞堆肥の田畑還元。木材、ノ
コクズ等の地元の資源の有効活用。

取組概要

●飼養頭数を着実に拡大し、H30年度
は560頭。売上高は13億5千万円、肝
付町などの店舗への来場者数は年
間約8万人。台湾へも輸出。

●従業員70名のうち45%は女性。過去
4年間「離職率0%」を継続中。地元福
祉施設に牛舎の軽作業を委託し、就
労の場を提供。

●肉牛品評会の地元出品牛の高額落
札と直営店での販売、地元材木を利
用した牛舎建設などで地域貢献。

活動成果

村商株式会社 https://www.shinmurachikusan.com/murasho/
鹿児島県肝属郡肝付町622-1   Tel: 0994-45-5098     Fax: 0994-45-5095 

６次産業化 輸 出 農福連携

直営生肉店と販売商品 地域資源のノコクズを敷料に使用

ビジネス部門 個人部門
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●加工品の開発・販売で地域活性化に
寄与。法人化で島内での雇用促進、
６次産業化に貢献。売り上げは、着
実に増加。

●カフェは、観光客や島内住民に親し
まれ､サラダに使用し好評のそら豆ｸ
ﾙﾄﾝを今年から商品化し、販売。

●観光船寄港時への出店、首都圏の
奄美群島物産展への出展、自社ﾌｪｲ
ｽﾌﾞｯｸでの喜界島の魅力の発信など
島のＰＲに貢献。

●地元産品を活用した地元振興に向け、
町内加工場を利用し、ごま商品の研
究・開発を開始したのがきっかけで、
H15年に設立。H27年に法人化。

●助け合い励まし合う「結いの心」を
モットーに、消費者と共に喜び合う安
心・安全の島の特産品開発を推進。

●ごま・みかんﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ、そら豆茶、黒
糖そら豆粉、豆菓子等を開発。島内
の加工ｾﾝﾀｰ内等で販売。併設するｶ
ﾌｪで、喜界島産に拘るﾊﾟｽﾀ等を提供。

99   鹿児島県 喜界町

喜界島の風土が育んだ味をお届けします

取組概要 活動成果

合同会社 喜界島 結い https://yuigroup.amamin.jp/
鹿児島県大島郡喜界町湾1298番地 Tel :0997-65-0958   Fax :0997-69-3155

６次産業化

ビジネス部門

高齢者の活躍
その他（地元食材
の提供・活用）

喜界島産白ゴマ加工品

島内祭りで喜界島特産品をＰＲ お客様の声から生まれた新商品
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全国選定地区

長崎県 雲仙市 農事組合法人守山女性部加工組合 伝統野菜「雲仙こぶ高菜」で地域おこし

長崎県 壱岐市 『島のめぐみ観光農園』プロジェクトチーム 壱岐の島が元気になれば、日本が世界が元気になる！

宮崎県 高原町 農事組合法人はなどう 麦を中心とした6次産業化にパワー全開

熊本県 玉名市 小岱山薬草の会 薬草食べて元気な町に

鹿児島県 南大隅町 社会福祉法人 白鳩会 農福連携で過疎化になやむ地域おこしを！

福岡県 久留米市 城島町土地改良区 蘇る酒どころ城島、豊かな環境を次世代へ繋ぐ

大分県 宇佐市 NPO法人安心院町グリーンツーリズム研究会 グリーンツーリズムの発祥の地「安心院町」

宮崎県 高千穂町 高千穂ムラたび協議会　 限界集落が挑戦する未来のムラづくり

福岡県 八女市 八女地域連携協議会 旅する茶のくに～地域を活かした交流事業～

佐賀県 多久市 ひらの棚田米振興協議会 孔子の流れは棚田に注ぐ賢い子供の棚田米

熊本県 阿蘇市 NPO法人ASO田園空間博物館　 田園空間博物館の理念で地域おこしと復興を

福岡県 太宰府市 福岡県立福岡農業高等学校 食品科学科梅研究班 地域の縁を繋ぐ「太宰府梅サイダー」

大分県 豊後大野市 株式会社 成美 地域資源と女性愛で「美味しい笑顔」を創る

大分県 国東市 ウーマンメイク株式会社　 女性が輝く！女性だけの農業法人

宮崎県 串間市 株式会社 くしまアオイファーム 小芋で世界へ～強い農業はこえていく～

佐賀県 伊万里市 すみやま棚田守る会 すみやま棚田米が世界へ！

長崎県 大村市 有限会社シュシュ 年間50万人が訪れる農業テーマパーク

宮崎県 五ヶ瀬町 特定非営利活動法人五ヶ瀬自然学校 進化した複合型農林業システムで地域づくり

鹿児島県 南さつま市 株式会社　南風ベジファーム 6次産業化＋福祉で地方の問題を解決

※各団体の取組概要は以下の農林水産省HPの「選定地区紹介」を参照

→　https://www.discovermuranotakara.com/

（参考）これまでの「ディスカバー農山漁村の宝」選定地区一覧

第1回
（H26)

第2回
(H27)

第3回
(H28)

第4回
(H29)

回(年度) 県 市町村 団体名 キャッチフレーズ

第6回
(R1)

第5回
(H30)

★グランプリ

☆アクティブ賞

☆プロデュース賞

参考-1



九州農政局選定地区

年度 県 市町村 団体名 キャッチフレーズ

福岡県 八女市 八女地域連携協議会 旅する茶のくに～地域を活かした交流事業～

佐賀県 多久市 社会福祉法人もやいの会 障がい者の働きたいをカタチに－ トマト工場

長崎県 大村市 有限会社シュシュ 農業エンターテインメント！日本一の直売所

長崎県 南島原市 一般社団法人南島原ひまわり観光協会 第二の故郷・南島原を目指して

熊本県 八代市 やつしろ菜の花ファーム９８７ 日本文化い草（畳）と菜の花プロジェクト

大分県 宇佐市 株式会社生活工房とうがらし 生活工房とうがらしから伝える大分の食

宮崎県 五ヶ瀬町 特定非営利活動法人五ヶ瀬自然学校 日本一の清流五ヶ瀬川上流で行う持続可能な村づくり

鹿児島県 南さつま市 特定非営利活動法人エコ・リンク・アソシエーション アートプロジェクトと農家民泊事業ならおまかせ

福岡県 八女市 がんばりよるよ星野村 都市との協働で災害復旧から地域振興へ！

佐賀県 佐賀市 農家民宿 具座 本当の田舎三瀬 ここから世界へ！

長崎県 平戸市 根獅子（ねしこ）集落機能再編協議会 根獅子発！小さな集落の小さな循環型プロジェクト

長崎県 対馬市 対馬グリーン・ブルーツーリズム協会 暮らしの原点を見つめ直す旅

熊本県 熊本市 くまもとジビエ研究会 地域の”やっかいもの”を”美味しいもの”へ！

大分県 杵築市 The Japan Travel Company株式会社 インバウンド観光で田舎の継続的な社会を創出

大分県 国東市 くにさき七島藺振興会 貧乏草から長者草、埋もれた宝が地域を変える

宮崎県 都城市 農事組合法人きらり農場高木生活部加工班 ”キラリ”と輝く大地の恵み

鹿児島県 出水市 いずみ民泊体験推進協議会 観光と連携し、田舎にインバウンドの風を

鹿児島県 南さつま市 株式会社南風ベジファーム 6産業化+福祉で地方の問題を解決！

福岡県 筑紫野市 株式会社ちくしの農園 アジアの人が集うストロベリーフィールズ 

福岡県 筑紫野市 特定非営利活動法人よか隊 農業・環境・福祉を繋いだ生命循環システム 

福岡県 みやま市 伍位軒集落協定 集落みんなで守る！中山間地域とみかんの里 

佐賀県 佐賀市 有限会社西山田農園 地域資源を活用！農業のテーマパークづくり

佐賀県 伊万里市 すみやま棚田守る会 地元企業との連携で棚田が元気に！ 

佐賀県 みやき町 山田のひまわり園 秋に咲くひまわりで農村を元気に！ 

長崎県 島原市 株式会社トトノウ 農家と移住者で農業の新しい形を創る！ 

熊本県 宇城市ほか くまもと☆農家ハンター 地域と畑は自分達で守る！若手農家の猪対策 

熊本県 上天草市 上天草物産館さんぱーる出荷協議会 地域の宝（食材）で元気と笑顔を!! 

熊本県 菊陽町 株式会社熊本玄米研究所 農村に黄金の実りを！米の消費拡大を応援 

熊本県 水上村 湯山温泉旅館組合 ジビエがアスリートを強くする！ 

大分県 宇佐市 株式会社ドリームファーマーズJAPAN 4H活動が生んだ6次産業と地域おこし物語 

大分県 宇佐市 三和酒類株式会社安心院葡萄酒工房 安心院ワインで乾杯～ワインが紡ぐ～ 

大分県 豊後大野市 農事組合法人芦刈農産 甘藷で躍進する集落営農組織 

宮崎県 日南市 酒谷むらおこし株式会社(道の駅酒谷) 小さな村の大きな挑戦！酒谷の宝ここにあり 

鹿児島県 屋久島町 屋久島＠深山園 自然との共生の農業 

鹿児島県 和泊町 沖永良部きのこ株式会社 小さな離島でも6次産業化の芽吹きを！ 

佐賀県 伊万里市 NPO法人伊万里はちがめプラン 生ごみを宝に持続可能な地域社会を目指して

長崎県 松浦市 一般社団法人まつうら党交流公社 松浦党の里　ほんなもん体験

長崎県 西海市 特定非営利活動法人雪浦あんばんね 世界と繋がるゆきのうら

熊本県 菊池市 熊本県立菊池農業高校グリーンライフ研究班 農業高校生が興す！田舎の萬屋プロジェクト

熊本県 芦北町 芦北地域林業研究グループ 先人が守り育てた山林を未来に受け継ぐ

熊本県 湯前町 幸野溝土地改良区 世界かんがい施設遺産の里で学ぶ！

大分県 大分市 国東半島宇佐地域世界農業遺産推進協議会 次世代につなげよう！世界農業遺産の輪

大分県 豊後大野市 有限会社清川ふるさと物産館夢市場 地域が残れば「道の駅」も残る！！

鹿児島県 南さつま市 有限会社　清木場果樹園 完熟きんかん等を使った加工品の開発の取組

鹿児島県 肝付町 村商株式会社 全ての人へ感謝をエネルギーに！

※九州農政局選定はH28年度より実施。各団体の取組概要は以下の九州農政局HP（各年度の「農山漁村活性化事例集」）参照。
H28年度 http://www.maff.go.jp/kyusyu/keikaku/discover/kaseika_jireishu.html
H29年度 http://www.maff.go.jp/kyusyu/keikaku/discover/29kaseika_jireishu.html
H30年度 http://www.maff.go.jp/kyusyu/keikaku/discover/30kaseika_jireishu.html

R1

H28

H29

H30
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